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調査番号 調査年月日 調査者名称 製作地 製作年 織名称 法量縦 横 織耳 形状 用途 紋様 素材 地色 染料・顔料 織技法名 染技法名 地組織 耳部組織 耳部組織数 地経糸　素材 経糸　色 経糸　染材 経糸　撚 経糸　上撚 経糸　下撚 経糸　密度 緯糸　素材 緯糸　色 緯糸　染材 緯糸　撚 緯糸　上撚 緯糸　下撚 緯糸　密度 織幅 織幅　片耳 地紋 地紋越仕様 地紋組織 地紋文丈 地紋文釜 地紋カマ数 地紋カマ種類 地紋文把吊 上文 上文仕様 上文組織 トジ組織 ＊裏トジ 経使用 トジ 地搦トジ 地搦 地総 地経使用トジ 別搦トジ 別搦 別地 別経使用トジ 別搦経　素材 別搦経色 別搦経撚り・上撚 別搦経撚り・下撚 上文文丈 上文文カマ 上文カマ数 上文カマ種類 上文文把吊 絵糸 胴 縫取 素材1 色1 染材1 撚1 上撚1 下撚1 密度1 素材2 色2 染材 撚2 上撚2 下撚2 密度2 素材3 色3 染材3 撚3 上撚3 下撚3 密度3 素材4 色4 染材4 撚4 上撚4 下撚4 密度4 素材5 色5 染材5 撚5 上撚5 下撚5 密度5 箔糸 種類1 箔糸撚1 箔幅1 漆色1 芯糸材1 箔糸色1 箔糸上撚1 箔糸下撚1 箔糸密度1 種類2 箔糸撚2 箔幅2 漆色2 芯糸材2 箔糸色2 箔糸上撚2 箔糸下撚2 箔糸密度2 種類3 箔糸撚3 箔幅3 漆色3 芯糸材3 箔糸色3 箔糸上撚3 箔糸下撚3 箔糸密度3 ☆ 備考 銘記 解説
A-a-02 2005/07/19 藤

井
健
三

紺地桔梗
唐草文様
金入錦

日本 江戸前
期か？

錦
経４枚綾

裂地(3裂）
8.2ｘ30cm、
8.2ｘ36cm、
8.2ｘ25.5cm

仏幡の足
及び手の
部分か？

桔梗唐
草文様

絹 紺地：経4
枚綾（／）
地

藍、紅　他 経４枚綾地、絵緯
半越別搦（地4：別
1）平トジ錦
文丈、13.3cm
カマ：不明

経4枚綾
地

絹 紺 甘S撚 80/cm 絹 紅 引揃 24/cm 絹 黄 引揃 13.3cm 不明 絹 黄･萌
葱･紅

引揃 平金
　85切

透漆色 ☆
☆

平金箔紙は銀の含有が多く、銅分も含む。
房が付く：紅染
【素材】　
地経糸：絹、紺、甘Ｓ撚密度：80/cm　　
地緯糸：絹、紅、引揃密度：24/cm　　
絵緯糸：絹、黄・萌葱・紅、引揃
平金箔糸：切（透漆色）別搦糸：絹、黄、引揃揃
平金箔糸：切（透漆色）別搦糸：絹、黄、引揃

A-a-03-01 2005/07/19 藤
井
健
三

紅地牡丹
唐草文様
金襴

日本 江戸中
期

経5枚朱
子地　金
襴

31.5cm 裂地 不明 牡丹唐
草文様

地経
糸：
絹、
紅、

紅地 絹 経5枚朱子地、絵
緯半越地搦（1/2
経）緯5枚綾組織
トジ

地揚緯5枚
綾組織トジ
裏浮金襴
分丈：不明
分カマ：
10.5cm

絹 紅 Z撚 100/cm 絹 紅と縹の
交替

引揃 30/cm 半越 1/2経 不明 10.5cm 絹 黄 引揃 平金
　75切

透漆地 ☆
☆

地緯糸の縹色を地揚げ紋に用いる。
金質がよい。
【素材】　　
地経糸：絹、紅、Ｚ撚，密度：100/cm　　
地緯糸：絹、紅との交替、引揃密度：30/cm
絵緯糸：絹、黄・引揃、半越、平金箔糸：75切（透漆地）

A-a-03-02 2005/07/19 藤
井
健
三

白地雲文
金襴

日本 江戸後
期～明
治

金襴
経３枚綾
　

裂地 不明（表具
用か？）

雲文 絹 白地 経3枚綾地　絵緯
半越地搦（1/2経）
緯3枚綾トジ
裏浮　金襴
文丈、文カマ共：
不明

絹 白 甘S撚 60/cm 絹 白 引揃 32/cm 半越
地搦

平金
　85切
　半越

透漆地 ☆ 【素材】
地経糸：絹、白、甘Ｓ撚　密度：60/cm　
地緯糸：絹、白、引揃　密度：32/cm　
平金箔糸：85切（透漆地)半裁

A-a-03-03 2005/07/19 藤
井
健
三

紅地大牡
丹唐草文
様金襴

日本 金襴
経３枚綾/

16.5ｃｍ 13.5ｃｍ 裂地　　 不明 大牡丹
唐草

絹 紅地 経3枚綾（/）地、
絵緯半越地搦　
緯3枚綾トジ　裏
浮金襴
文丈、文カマ共に
不明

絹 紅 甘S撚 96/cm 絹 紅」 引揃 30/cm 平金
　70切
　半越

透漆地 ☆ 相等に大柄な牡丹文を織り、仏事用ではないか。
【素材】
地経糸：絹、紅、甘S撚，密度：96/cm　
地緯糸：絹、紅、引揃密度：30/cm
絵緯糸：平金箔糸：70切（透漆地）半越

A-a-04 2005/07/19 藤
井
健
三

花文様繻
珍錦

日本 江戸後
期

繻珍　経
5枚朱子
地

7ｃｍ 10.9ｃｍ 裂地　　 不明 花文様
濡珍錦

絹 紺地 経5枚朱子地　絵
緯全越別搦（地3：
別1）緯3枚綾トジ
　　地揚全越別搦
緯3枚綾トジ濡珍
錦

絹 紺 S撚 71/cm 絹 縹 引揃 20/cm 絹 紅 甘S撚 緯糸　
全越

絹 白･紅 引揃 ★ 地緯糸〔縹）を地揚げ紋に用いる。
【素材】
地経糸：絹、紺、S撚，密度：71/cm　　
地緯糸：絹、縹、引揃密度：20/cm、
絵緯糸：絹、白、紅、引き揃え全越　
別搦経：絹：紅、甘S撚

A-a-05-01 2005/08/09 尾
形
充
彦

立涌風の
散らし文
様　西洋
風繻子地
唐織

中国製 １7-18C
（江戸時
代前-
中）

八枚繻子 32.5 27.5 有 長方形 ヨーロッパ
へ輸出さ
れた中国
製壁貼り
用裂地

輸出用
柄　ヨー
ロッパ向
け　高級
品では
ない

絹　
銀の
切箔
の丸
撚い
糸。

赤味の茶
紫＋無染
色の糸

（8枚朱子か？）3
赤、1茶、3赤、1茶
地は変化繻子織
り、文様の銀糸は
地搦みで、おさえ
られている浮き織
り糸。
経、緯、銀糸の全
てが、撚り糸。

赤味の茶
紫の経糸
と、薄黄色
染めの緯
糸、
銀糸は、芯
の薄黄色
の撚り糸に
銀箔を巻い
た糸。

八枚繻
子

銀糸 5越 裏浮き 銀糸　
地搦

ｚ 薄黄 ☆
☆
☆
☆

赤味の茶紫の経糸と薄黄染めの緯糸　　
経糸幅0.25-0.3mm　
緯糸幅0.1-0.15mm
銀の切箔の丸撚い糸和紙に銀箔をはっているのが赤い漆なの
で、中国製と言える。

珍品･展示効果少か

A-a-07-02 2005/09/06 尾
形
充
彦

入子菱地
桐花文金
襴

日本製
（？）

江戸（時
期は？）

金襴　３
枚綾

24.5 13.0 本裂
地に
は見
えず

八綾形
（今、縦方
向に2分割
されている）
→以下続き
備考にあり

不明(裏に
紺の和紙
の断片付
着。紙製
又は和紙
を貼った
木製の箱
に貼られ
ていたか)

入子菱
つなぎの
地文に
桐の花
葉文

絹 茶味のか
かった黄
土色

平 平 絹 黄土 ? なし 平均46本
/cm

絹 黄土 なし 平均26本
/cm切箔を
加えず

三枚綾(た
だし、金の
切箔を平
地に押し
込んで文
様を出して
いる)

幅約0.1mmの
細い経糸が平
組織に交互に
入っている

絹 白 引揃 28本/cm 文様
は全
て金の
箔糸
による

金 0.2,0.25,
0.3,0.35
mm混在
(0.3mm
幅が多
いが、バ
ラバラの
印象)

☆
☆
☆

形状の続き→周縁約3～5mm幅に何かを貼付していたような変
色した部分がみえる(もと周縁あり)
地の経糸：幅約0.25mm　地の緯糸：幅約0.25mm　別搦の経
糸：幅約0.1mm、撚りなし、密度平均28本/cm
金の切箔で上文(桐の花)別搦みの細い経糸で、平組織に押さ
えている。　金の切箔で地紋。綾組織に押し入れている。

やや裂地が小さい。それほどの技
法の金襴ではない。

A-a-08-05 2005/04/19 紅地桐唐
草文様金
襴

日本 江戸中
期

裂地 不(明)詳 加工　経5枚朱子
地金襴(緯5枚)　　
経5枚朱子　箔丸
越、地搦トジ、緯5
枚トジ　　
緯糸　絵緯2色使
用(白色、オリー
ブ)　絵緯地搦

　経5枚
朱子

緯5枚トジ 1 白 オ
リー
ブ

丸越 茶入仕服ほどき　紅染め地が退色したもの

A-a-08-06 2005/04/19 紅地牡丹
唐草文様
金襴

日本 江戸後
期

裂地 不詳 地経
(絹)　
地緯
(絹)　
絵緯
(絹)　
箔(平
金)

朱子地金襴 経8枚朱
子地

緯3枚綾ト
ジ

1 3 半越 一重蔓中牡丹文様　　　　　　加工　朱子地金襴　　　経8枚朱
子地　緯3枚綾トジ　別搦トジ　緯3枚綾トジ　絵緯1色使用(緑)　
別搦3枚綾トジ

A-b-14-01 2006/02/20 藤
井
健
三

紅地雲龍
文様朱珍
錦

中国 清後期
　18-
19c

朱子地錦 41.5cm 36cm 1cm 裂地 不明 雲に龍
の丸

絹 朱子地絵緯地搦
緯綾トジ錦

経5枚朱子 経5枚朱
子(2上)

緯3枚綾 111 絹 紅 紅 ｚ 絹 紅 紅 引揃 30 不明 1cm 無し 絵緯 緯5枚朱子 無し 1 3 (地
搦)1

(地
搦)2

19ｃｍ 10.2cm 5本 10(地
含)

10 絹 黒　
萌葱
　浅
葱

引揃 15本
(半越)

平金箔
糸

0.2mm 漆紅 撚金箔
糸

Z 漆紅 絹 緯 Z ☆
☆
☆
☆
☆

青味の紅地に雲と龍のまるで織り表すが、絵緯をすべて縫取り
とせずに胴抜きとする。又、細い、平金糸と撚金糸を全越に使
い、双方ともに漆下地は朱色顔料を混ぜて行っている。平金糸
は緯5枚朱子、撚金糸は緯5枚綾に搦る、色絵緯糸は半越に用
い、緯5枚朱子に搦る、色絵緯糸は半越に用い、緯5枚朱子に
搦る、大変に精緻な織物である。宮中用と思われる。

A-c-04-02 2005/08/23 森
　
克
己

紺地ペズ
リー紋様
錦

中国 清時代
の中期

錦 25.3 20.6 不明 裂地 不明　紋
様からヨー
ロッパ方面
への輸出
用として製
作されたも
のか？

ペズリー
紋様

錦　絵緯地搦綾ト
ジ錦

経4枚綾 絹 紺 Z 35 絹 紺 引揃 不明 丸越 緯4枚綾
(1/3＼)

4 経は薄
朱色

○ 1 4 10,1cm 8.5cm 4本 メタル (芯/
黄)

Z 丸越 絹 朱 平添え 丸越 ☆
☆
☆

文様がペズリー紋を使って中国で製作されたところにこの裂地
の特徴がある。経糸使いも地(紺)と搦(薄朱)に使い分け(4＋
1)、絵糸をやさしく押えている。経･緯共に織度ムラは大変大き
くおおらかな織り方である。

A-c-05-01 2005/08/23 藤
井
健
三

紺地波濤
雲龍文繻
珍錦

中国 清時代
　前期
～中期

繻珍錦 12cm 44cm 無し 裂地 衣料(官
服)または
椅子掛

波濤　雲
龍　八宝

絹 繻子地・絵緯地搦
綾トジ錦

経8枚朱
子

不明 絹 紺　藍染 Z 178/cm 絹 紺　藍染 引揃 36/cm 無し 絵緯
半越
綾トジ

半越 緯4枚綾
(綾方向
／)

浮き 1 4 不明 不明 8 7 7 絹 白 4 引揃 甘Z (半越) 絹 浅葱
　縹

4 引揃 甘Ｚ (半越) 絹 紅 4 引揃 甘Z (半越) 絹 黄 4 引揃 甘Z (半越) 平金糸 Z 0.2mm 朱 撚金糸 Z 0.4mm 朱 絹 黄 Z ☆
☆
☆
☆

経綾度の高い繻子地に、絵緯糸で波濤雲龍文を織り出した裂
地で、絵糸の合糸の様子や平金糸、撚金糸とも極めて上質の
ものを用いている。金糸の漆には朱色顔料を混ぜており、中国
製なのが知れる。図様も繊細で精緻な表現がしてあり、格調が
高く、貴族など高位人物の料である。絵糸の漆色も上質で鮮や
かな色を呈している。現在はらい職が見られる。製作年代は龍
の表現や格調から、しんじだいの前期から中期にかかる頃と考
えられる。状態は破損しており、やや悪い。

A-c-06-03 2005/09/06 森
　
克
己

紺地七宝
龍雲文繻
珍錦

中国 明後期
～清初
期

繻珍錦 17.4cm 8.6cm 無し 裂地 七宝　龍
　雲

絹 二重繻子地 経5枚朱子 経5枚朱
子

不明 絹 紺 藍染め Z 83-85本/cm 絹 朱　白茶 23-25本/cm 不明 1/4(＼) 地緯
で絵
表現
1/4左
上り

絹糸 朱色 引揃 23-25
越/cm

絹 白茶 引揃 金箔 0.3-
0.35mm

赤 約90切 23-25越
/cm

☆
☆
☆
☆

説明図あり　この裂地は何かに仕立てられたと思われる。濃色
の裂(畦地)が付いている。

地緯2色を交互に絵糸として使用し
た二重ドンスであろう。紋様は七宝
文様と思われる七宝に龍を配し、中
心部には雲を　　風に構成されてい
る。

A-c-07 2005/08/23 藤
井
健
三

薄茶地雲
龍文様錦

中国 清代中
期～後
期

綾地錦 40 40.5 不明 打敷 不明 雲龍文
様

絹 薄茶 綾地　絵緯地搦
綾トジ錦

経三枚
綾(右下
がり)

不明 絹 薄茶 Z 72/cm 絹 紅と白 引揃 22/cm 不明 無し 絵緯 緯6枚綾
（＼）

不明 1 ○ 1 33.5cm 9.8cm 4本 最多7
挺

絹 縹・
紺・浅
葱

縹・
紺・浅
葱

全越 絹 萌
葱・
濃萌
葱

萌葱・
濃萌
葱

絹 紅 絹 白 平金糸 0.4mm 朱 全越 撚金糸 Z 0.4mm 朱 絹 朱 Z 全越 ☆
☆
☆
☆

中国製の綾地に式で、平金糸、撚金糸共に良質なものを用い
ている。金糸の淡色が朱であることと、撚金糸を2本引き揃えて
用いる例は中国製に多く見る。龍の図様が少し弱く繊細さに欠
けるのは時代性といえ、清時代中期以降の製作を思はせる。
地の組織からして衣料用ではなく、家札等の調度に用いられ
たのではないか。

A-c-08 2005/09/06 藤
井
健
三

紺地波涛
雲龍文様
繻珍錦

中国 清時代
前～中
期　17
～18C

金入繻珍
錦

27.5cm 44cm ナシ 裂地 椅子掛用
装飾裂
か？

雲龍は
涛文様

経7枚朱
子

不明 絹 紺 藍 甘Z 160/cm 絹 紺 藍 引揃 40/cm ナシ 絵緯 半・全越 緯7枚朱
子・緯7枚
綾

浮糸 1 2 不明 不明 不明 絹 朱 紅・支
子

引揃 半越 絹 白・
浅
葱・
紺

藍 引揃 半越 絹 黄・
淡萌
葱・
萌葱

藍・黄
葉

引揃 半越 絹 淡黄
土・
黄土

引揃 半越 撚金糸 Z 0.4～
0.5mm

朱色 絹 白 全越 撚金糸 Z 0.3cm
～
0.4mm

朱色 絹 白 全越(2本引
揃)

☆
☆
☆
☆
☆

地組織が経7枚朱子と極めて珍しく、又色絵緯を半越、撚金糸
の絵緯を全越に用い、それぞれを緯7枚朱子トジと緯7枚綾トジ
にするなど、大変に複雑で手の込んだ織物である。撚金糸に
用いる箔下地に朱漆を使って、中国製であるのが知れる。又、
緯方向と文様の方向が交サしていることは、官服の科ではな
く、多分に椅子掛などの調度製だったろうと推せる。龍の図の
表現は力強く、細部も繊細な表現をしており、清時代も早い頃
の製作と考えられる。又、経7枚朱子組成であることや、金糸の
上質なこと、色糸の鮮明なことから、皇族用の科と考えてもおか
しくはない。

2005年8月23日追加の備考　織方
向に対して、柄が横位置に織り出さ
れており、官服裂ではなくて椅子掛
等の装飾裂の断片と思われる。通
例あまり見ることのない経7枚朱子
組成地であり相当に高貴な人物に
関わる特別製の織物である。龍の
正面図に厳格さと精細な表現がな
されており、清朝前～中期頃の製
作ではないか。☆☆☆☆(☆)

A-c-09-02 2005/09/06 藤
井
健
三

茶地雲龍
波涛文繻
珍錦

中国 清代中
期　18C

繻珍錦 19 63.5 不明 裂地 官服 雲龍波
涛文様

絹 経8枚朱
子

絹 茶 甘Z 160/cm 絹 茶 引揃 絵緯
(縫取)

半越 浮糸 1 2 不明 不明 不明 縫取 交
替4
挺

絹 白 引揃 半越 絹 浅葱
 縹

引揃 半越 絹 淡萌
葱 
萌葱

引揃 半越 絹 黄 
紅

引揃 半越 撚金糸 Z 0.3mm 朱 絹 白 Z 半越 撚銀 Z 0.3mm 朱 絹 白 Z 半越 ☆
☆
☆
(☆
)

8枚朱子地に絵緯糸で雲龍文を織り出すが、絵緯糸を縫取りに
している。清朝中期頃の製作と考えられる。

箔糸：二本同口金銀糸打返し仕様

A-c-10-01 2005/08/09 藤
井
健
三

濃緑地　
雲龍文様
　朱珍錦

中国 18C後
半

朱珍錦 28 23.5 裂地 不明 雲龍文 絹 濃緑地 経8枚朱子地　絵
緯全越地搦トジ　
朱珍錦
地搦緯4枚綾(1)ト
ジ

経8枚朱
子組織

絹 黄 濃緑
色

甘Z 絹 縹 引揃 緯糸 絹 白 絹 縹 絹 緋 絹 紺 絹 萌葱 撚金糸 朱 全越 ☆
☆
☆

A-c-13-02 2005/08/09 森
　
克
巳

縹地　あ
げは蝶段
に線紋様

日本で
あろう

江戸中
期～後
期

37cm 28.5cm 片耳
あり

裂地 不明 あげは
蝶を中
心に四
匹の蝶と
紐で囲
み全体
を線を配
されてい
る

8枚朱子 縹 白　茶 搦畦
抑え
(平織)

搦畦抑
え(平
織)

☆
☆
☆

経糸 地80～92本/cm　カ20本/cm　9本/cm　　緯糸 地8本
/3mm　搦4本/3mm/カ経糸畦押え　箔5本/3mm　　金箔(赤ウ
ルシが下にある)　カ経糸畦押

A-d-02 2005/11/14 藤
井
　
原
本
？

獅子丸文
様金襴

日本 18C末
～19C
初

繻子地金
襴

29cm 不明 裂地 不明 獅子丸
文様

絹 経5枚繻子　絵緯
別搦緯3枚綾トジ
　錦

経5枚（2
上/）

不明 絹 紅 紅花 引揃 71/cm 絹 紅 紅花 引揃 16/cm 不明 不明 絵緯3
枚綾ト
ジ錦

別搦3枚
（／）綾

別搦経3
枚綾

絹 白 不明 不明 6本 平金糸 0.5mm 透漆 ☆
☆
☆
☆

上質な紅染糸を経糸に用いる。また金糸も上質であり、高家の
調度用錦として製作されたものと思われる。

A-d-02-01 2005/01/01 藤
井
健
三

獅子丸文
様金襴

日本 江戸時
代　18C

繻子地金
襴

28.5cm 28cm 不明 裂地 不明 向獅子
丸文様

経5枚繻子地 絵
緯別搦緯3枚綾ト
ジ　錦

経5枚繻
子（3上
/）（2上
/）朱子

ﾅｼ(不明) 絹 紅 紅花 甘S 71 絹 紅 紅花 引揃 16 不明 不明 6 緯3枚
綾

別搦緯3
枚(/)綾

別搦経3
枚綾

3 絹 白 6 平金糸 0.5cm 透漆 ☆
☆
☆
☆

上質の紅染めの糸を地糸に用い、金糸も上質である。大名家
等の油単掛け等に使用されたものか？。近世の舞楽又は祭事
右・左方盤(蛮)絵袍の一部かもしれない。良質の平金糸が使わ
れており、織技も確実である。元は赤地に金色が映えて美しい
もの。平金糸の切りも統一されている。

A-d-03 2005/10/04 森
克
巳

紺地杏葉
九曜文様
金襴

日本 18世紀
後半

金襴 30.2cm 29cm 巾
8mm
畦織
（片）

裂地 不明 杏葉（ダ
ミミョウ
ガ）・九
曜文

4枚綾
　1/4右
上り

平織 絹糸 紺 片撚Z 74/cm 絹糸 紺 合糸 24/cm 不明 1/1（畦） 1/1（畦） ○ 絹 茶 19.4cm 1挺 箔（金） 0.7mm 12.5cm 45切 ☆
☆
☆

箔糸：太切の金箔（45切）半越箔1丁　　　　
耳部：経糸は緑色＝平織 白茶色・朱色は4枚綾織
文様：杏葉文であるが、左右の杏葉が抱き合った様に構成され
ている。花のシベが表現されためずらしいものがある。杏葉文
の下には小さな丸紋が8つと中心に大きな丸紋を合せて9つで
構成された九曜文である。文様の表現は大らかな線で、ポッタ
リとした文様になっている。

A-d-05-01 2005/12/06 藤
井
健
三

黄地笹龍
胆櫓丸文
様唐織

日本 江戸時
代　18C

唐織 裂地 不明 笹龍胆・
櫓の丸

絹 経3枚綾地　緯3
枚綾地紋　絵緯
浮文・地搦綾トジ
　錦

経3枚綾
(/)

経3枚綾 10 絹 黄 甘S 60/cm 絹 黄 引揃 36/cm 緯3枚綾
(/)

不明 不明 不明 半越 絵緯浮文 地搦緯3
枚綾トジ

裏浮 1 2 絹 紫 引揃 半越 絹 萌葱 引揃 半越 絹 紅 引揃 半越 絹 白 引揃 半越 平金糸 0.6mm 半越 ☆
☆
☆

甃（いしだだみ）文様の地紋が織り出され、又浮文に針トジが大
きく入っていることから、江戸中期頃の製織ではないか。

A-d-07 2005/12/06 原
本
？

毘沙門亀
甲文様錦

日本 江戸時
代　19C
中

朱珍 裂地 不明 絹 経5枚朱子地　絵
緯別搦緯3枚綾ト
ジ　錦

A-d-08 2005/11/01 藤
井
健
三

蜀江文様
金襴錦

日本 江戸時
代　18C
末～
19C初

繻子地金
襴

62.4cm 29.6cm ﾅｼ 裂地 不明 蜀江文
様

経5枚繻子地　絵
緯地搦緯5枚繻子
トジ　錦

経5枚(2
上/)朱
子

ﾅｼ 絹 萌葱 藍×黄檗 Z／ 71/cm 絹 白(生成) 引揃 32/cm 不明 4 地搦緯3
枚(/)綾ト
ジ

地搦経3
枚綾

3 10 絹 白 29.6 8.8×2 不明 3(含箔
糸)

３ 絹 浅葱 引揃 絹 紅 引揃 絹 白・
黄・
萌葱

引揃 黄 平金 0.35mm 生漆 ☆
☆
☆
☆

繊細な文様を表した精緻な織物である。文様も繊細な線描、ア
ザミや蝶・小菊などを蜀江文様の中に表して、珍しい金襴であ
る。平金糸が極めて細く均一であり、表現に優美な風が見られ
る。　蝶へ□に良いか表現する。青と白、紅と白の□に入れを
して、織□を織技術と明るい色の使用からして、我が国独地の
風を表した傑作の織物である。

A-d-09-
01-01

2005/10/17 森
克
己

紫地熨斗
羽子板扇
梅綾織

日本 江戸後
期

綾織 16.2 19.6 平織
部；幅
0.6　8
枚綾
部；幅
0.8cm
3色縞

裂地 熨斗・羽
子板・
扇・梅

絹 綾地・経緯別搦畦
トジ

経8枚綾 平織り 14 絹 紫 天然染料 甘S 地40本　搦
２０本

絹 紫 天然染料 引揃 13～15本 不明 14.8 11.0 不明 畦 1 4 絹 白 甘Z 14.9 9.8 4 4挺 錆朱 天然
染料

13～15
越
　1cm
間

緑 天然
染料

13～15
越
　1cm
間

白茶 天然染
料

13～15
越
　1cm
間

茶 天然染
料

13～15
越
　1cm
間

金箔 0.5～
0.7mm

赤？透
漆

13～15越
　1cm間

☆
☆
☆

経糸配列：地経糸2本搦1本が一単位
対象品は八枚綾と大変珍しい裂である。文様が熨斗、羽子
板、扇等から日本で製織されたものであろう。織り方はあまり上
手でなく、傷もかなり連続していることから、大らかな織り方、空
引き機で文様を作ったと思われる。当初は紫地であったと思わ
れるが、現状は茶色へと退色している。ね熨斗に羽子板、地織
その中に羽根を表した珍しい図柄の金蘭織であり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

ccomment by 藤井健三　　
束熨斗に羽子板、地紙文様金襴
（綾地金襴１９C前）経八枚綾地（/）
絵緯平トジ金襴
耳部が厚く作られ、外側の萌葱糸2
本で平組織に、また内側の黒紅糸4
本で経8枚繻子組織に表しているの
が珍しい。

A-d-09-
01-02

2006/01/01 藤
井
健
三

束熨斗、
羽子板、
地紙文様
金襴

江戸後
期(19世
紀)

16.2 19.6 1.3(5
段色
替耳)

束熨斗、
羽子板、
地紙、中
啓、梅文

T6枚綾 黒紅 甘S 88/cm 黒茶 引揃 30/cm 白、
絹、
甘S

14.9cm 9.8cm 平金糸 透漆 絹 紅 引揃 絹 萌黄 引揃 ☆
☆
☆

束熨斗に羽子板、地紙その中に羽根を表した珍しい図柄の金
襴織であり、地搦織又T8枚綾と普通は見かけない技法である。
極めて○○色の強い文様と搦組織で織られた本作がどんな用
途のものか察し得ない。　以下不明

A-d-09-03 2005/01/01 藤
井
健
三

大内文様
金襴

日本 江戸時
代後期
　19C前
半

綾地金襴 18cm 22.6cm 裂地 不明 菱に大
内桐

経3枚綾地　絵緯
別搦緯3枚綾トジ
　金襴

経3枚綾
(／)

絹 紺 藍 甘S 68/cm 絹 紺 藍 引揃 20/cm 無し 絵緯
綾トジ

別搦緯3枚
綾(／)

1 3 10.9 11.6 5.8cm 屏風釜 平金糸 0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆

　日本製との写し金襴であるが金糸も細く(0.35mm)金質もよ
い、しかし、固く，おおらかさに欠ける。日本製としては上手。　
重ね菱を地紋に桐紋を配した金襴織で、一般に大内金襴と呼
ばれている。重ね菱紋が繊細で又桐が大様な形を残して表さ
れ、古風さが伝えられているが、いかにも上手な仕上げであっ
て、江戸後期頃の制作だと思われる。金色も良く切りも統一し
ていて、特注の製品には違いはなく、名物裂として利用するた
めに茶事用織物と思われる。

A-d-09-04 藤
井
健
三
　

宝尽し文
様金入錦

日本 江戸後
期　19C

綾地錦 24 15.4 裂地 不明 腰巻衣
装文様
（丁字・
分銅・巾
着・鍵・
扇子・打
出小槌・
宝珠・七
宝繋・巻
子・宝

絹 経6枚綾地　絵緯
浮文・緯3枚綾地
組織地搦トジ　錦

経6枚綾 絹 黒茶 甘Z 60/cm 絹 黒茶 引揃 36/cm 絵緯
浮文・
綾トジ

半越 浮文　緯3
枚綾(／)
地搦トジ組
織

1 N3綾 2 不明 16cm 萌葱 縹 橙 白 平金糸 0.4mm 透漆 萌葱 半越 縹 橙 ☆
☆
☆

T6綾地に文様を浮織をして、その文様の固□を金平糸で括っ
て織り出す。金は糸からみのW3綾/で一部のENも同じく綴じる
個所もある。日本□列と思われるが、文様に□しゅくした感で
固さが見られる。　　　　　　「文様は主に浮紋で表されるが、金
糸と萌葱色の絵緯のみが地搦で綴じられる。通常、腰巻は刺
繍で行われるのだが、織物で表されることは極めて珍しい」

A-d-09-05 2005/01/01 藤
井
健
三

花紋様金
襴

日本 江戸時
代　18C
後半

綾地金襴 25.3cm・
27cm

9.2cm 不明 裂地 不明 牡丹花 経4枚綾地　絵緯
別搦平トジ　錦

経4枚綾 絹 萌葱 甘S 80/cm 絹 萌葱 引揃 24/cm 絵緯
平トジ

別搦平トジ
組織

/ 1; 4 絹 白 15cm 不明 平金糸 0.6mm 透漆 半越 ☆
☆
☆

　緊張感がなく平凡な文様だが、織技は丁寧である。六合文を
大らかな桜を図案化した花紋を表して古風な様式の図をみせ
る金襴である。金糸の巾もよく揃っていて、念の入った織物で
はあるが、まだ完成度に至らない感がある。別搦みにとじるが、
平とじで糸の用い方も技術が未熟で又、黄色の糸を用いるなど
古様な感が見られる。　　　

A-d-12-02 2005/01/01 藤
井
健
三

牡丹唐草
文様羅地
金襴

中国 明時代 羅地金襴 24.8cm 12.6cm 耳な
し

裂地 不明 牡丹唐
草文様

籠捩羅地　絵緯
地搦　錦

籠捩羅 絹 白 Z 13/cm 絹 萌葱 藍×黄檗 引揃 22×4/cm 絹 白 16.9cm 11.6cm 白絹 Z 13 平金糸 0.3mm 薄朱漆 全越 ☆
☆
☆
☆
☆

牡丹文様の表状が固く、つる草の流れが分断されていて形の
表現も少しくずれている。明代も末頃ではないか。　　　流動感
が少なくツルの抑揚が見られない。花も瀟洒であるが、立体描
写が見られないメリハリ、力強さが無い。

A-d-13-01 2005/10/04 藤
井
健
三

萌葱龍鳳
凰の丸文
様朱珍錦

日本 江戸時
代18C
後半

朱珍錦 24.8cm 10cm 裂地 不明 龍・鳳凰
の丸文
様

朱子地絵緯・地揚
錦

経5枚朱
子

絹 萌葱 藍・黄檗 甘S 110/cm 絹 縹・黄 藍・刈安 引揃 30/cm 不明 地揚
文

半越 緯5枚朱子 絵緯
地搦ト
ジ錦

半越 地搦緯5枚
朱子

裏浮 1 2 絹 白 22cm 不明 不明 絹 紅 紅 引揃 白 平金 0.45m
m

透漆 ☆
☆

地緯糸に縹と黄糸を交互に用い、共に縹、黄色の丈部として
地揚をして用いる。こうした技法を一般に二重純子と呼び、江
戸前期から中期に多く見られる。又、当織物はそれに加えて紅
と萌葱、平金糸を絵緯に入れて用いており、二重純子の地揚
文と絵緯糸による上文を併用して現れた錦である。二重純子の
技法を利用して絵緯糸の利用を出来るだけ控えた織物であり、
さほどに多く見ない例である。

A-d-13-02 2005/10/04 藤
井
健
三

紺地双龍
円文繁文
様錦

日本 江戸
（18C～
19C）

22cm 13cm 裂地 不明 双龍円
文繁

綾地別搦金襴 絹 紺 藍 S 125/cm 絹 黒と茶の
引揃

引揃 24/cm 絵緯 別搦緯3枚
綾

経3枚綾 3 絹 赤 甘S 5.3cm 6.7cm 不明 7本 3挺 絹 萌葱 引揃 全越 絹 浅黄 引揃 絹 黄 引揃 平金 0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆

経3枚綾地の金襴で、絵緯に色糸を併用する。精細に表現さ
れた文様であり、通例の日本製金襴ならば丸文は屏風仕様と
するが、本裂は屏風技術を用いずに丸文を窠間で織り出して
いる。これは、中国製の金襴の文様を忠実に写して、織り上げ
たものと考えられる。

A-d-17 2005/12/06 藤
井
健
三

割付文様
地に宝珠
文様錦

日本 江戸時
代 19C
前半

平地 不明 裂地 不明 割付に
宝珠文
様

平地　絵緯別搦
平トジ 錦

平 絹 縹 黒 引揃/2 甘S 50/cm 絹 引揃 20/cm 不明 無し 全越 別搦平 ○ 1 2 絹 黄 引揃 20.4cm 6.7cm 不明 並列釜 4本 2挺 2挺 絹 浅葱 藍 引揃 全越 絹 黄 支子 引揃 全越 絹 白 引揃 全越 平金糸 0.4mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

鮮やかな絵緯の浅葱色と濃く美しい黄、そして細い平金糸を用
いて、格調のある紋織となっている。色調からして19C前半の化
政期頃の製作が考えられる。

A-d-25 2005/10/04 藤
井
健
三

朱地双魚
文様朱珍
錦

中国 清時代
中期
(18C)

39.8cm 28cm 裂地 装飾裂 双魚文
様

朱子地絵緯錦 経5枚朱
子

絹 朱 紅 Z 125/cm 絹 朱 紅 引揃 36/cm 不明 絵緯
地搦ト
ジ錦

半越 地搦 平 不明 1 5 絹 白 不明 不明 不明 7本 紅 紅 引揃 半越 黄 刈安 引揃 半越 萌葱 藍、黄
檗

引揃 半越 浅
葱、
白

藍 引揃 半越 平金糸 0.3mm 淡朱 半越 ☆
☆
☆

中国的な吉祥文様の双魚に授を表わした朱珍錦である。平金
糸の漆下地には朱砂が用いられていることから、中国製とい
え、吉祥布に用いられた装飾裂と考えられる。表現が大らかで
動きが感じられ清朝時代も前期頃に近い。

A-f-10 2005/12/06 藤
井
　
原
本
？

七宝？地
に亀丸、
浮線綾文
様金襴

日本 江戸時
代　19C
前半

綾地錦 11 19.2 不明 裂地 帯か？ 鯉　河浜 絹 経3枚綾地　絵緯
別搦緯3枚綾トジ
　錦

A-f-23-02 2006/01/01 藤
井
健
三

紅地端雲
文羅金

明代後
期

カゴ　地
羅

17 26.6 0.9　
無地
羅(カ
ゴ)

絹 紅、朱 S 0.75/10本 紅、朱 S2本引揃 4.5/7本 13cm 10.8cm 0.3 淡紅漆 A-f-25-01と同裂.
特別に美しい紅色である。鮮やかな濃くて朱地の羅地に瑞雲
つなぎを金襴で織る。瑞雲の形がかたく互いの連結にも動きが
見られない。瑞雲の表現は繊細であるが力強さが無い。箔切
は細く均一であるが、力強さに乏しく、金襴織の特質に欠ける。
□の箔を切る。耳は無地羅を持って織耳を見せる。

A-f-25-01 2006/01/01 藤
井
健
三

紅地端雲
文様羅金

明代後
期

カゴ　地
羅

13.8 27.4 A-f-23-02と同じ
裂

絹 紅・朱 S 0.75/10本 絹 紅・朱 S2本引揃 4.5/7本 13cm 10.8cm 0.3mm 淡紅漆 A-f-25-01と同裂
特別に美しい紅色である。鮮やかな濃くて朱地の羅地に瑞雲
つなぎを金襴で織る。瑞雲の形がかたく互いの連結にも動きが
見られない。瑞雲の表現は繊細であるが力強さが無い。箔切
は細く均一であるが、力強さに乏しく、金襴織の特質に欠ける。
□の箔を切る。耳は無地羅を持って織耳を見せる。

A-g-01 2005/12/19 藤
井
健
三

枝重桜文
様唐織

日本 江戸
　18C

唐織 35.4 24 0.4cm
、片
耳アリ

裂地 不明　(能
装束裂
か?)

紗綾形
に枝重
桜

絹 紅 経3枚綾地　絵緯
浮文・綾トジ錦

経3枚綾
地（/）

経3枚綾
地（/）

8 絹 紅 紅花・黄蘗 甘S/引揃 66/cm 絹 紅 紅花・黄蘗 引揃 32/cm 不明 0.4 緯3枚綾
（／）

金糸部 無し 1 2 不明 不明 不明 6本 ５ 絹 紅・淡
紅

無撚 絹 紺・
浅葱

無撚 絹 萌
葱、
黄

無撚 絹 紫、
白、
淡茶

無撚 平金 ０．５ 透漆 紅地に紗綾型と鳥紋を平金糸で地紋扱いで表し、そこに浮織
で枝重桜を織り表す。金糸は幅に通し、色絵緯は縫取仕様と
する。地紋扱いの金糸で紗綾形と鳥紋を表すなど多様な表現
となっており、なた、色糸も鮮明な色調が見られるなど、江戸中
期の唐織の特徴が見られる。全体に退色が著しい。

A-g-02 2005/12/19 藤
井
健
三

桧垣に吉
祥花文様
唐織

日本 江戸 
18C前
半

唐織 37.4cm 26.2cm 片耳
アリ 
0.5cm

裂地 能装束 桧垣、牡
丹、菊、
梅、松 
文様

経3枚綾
(1)

経3枚綾
(1)

9 絹 紅 甘Z/引揃 60/cm 絹 紅 引揃 36/cm 不明 0.5cm 浮織
(色絵
緯)及
び綾ト
ジ(金
糸)

緯3枚綾
(／)

金糸部 無し 1 2 及び模様ト
ジ(絵糸部)

絹 白 不明 不明 1 5本 絹 紺、
縹、
浅葱

引揃 18本 
半越

絹 黄、
萌葱

引揃 半越 絹 紫、
白、
水浅
葱

引揃 半越 平金糸 0.4mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

平金糸と色絵緯で織り表す。平金糸は裏切りとし、絵緯糸は縫
取りにする。一カマで方丈も長く、技術の発達した江戸中期の
唐織である。絵糸部の浮糸を稲妻模様の模様トジを入れる。染
色が極めて美しく高級な唐織である。希かに模様トジが見られ
る。A-g-03-01と同裂と思われる。

A-g-03-01 2006/01/23 藤
井
健
三

桓に菊梅
松文様唐
織

日本 江戸時
代 18C
前半

唐織 21cm 38.5cm 無し 裂地 不明(能装
束か？)

桓に菊、
梅、松

経3枚綾
(1)

不明 絹 紅(紅花
染)

甘Z/2 甘S 60/cm 絹 紅(紅花
染)

引揃 36/cm 不明 浮文・緯3
枚綾(／)

○ 2 絹 白 不明 不明 不明 5本 4～5
挺

1(
箔)
挺

3～4
挺

絹 淡
紅、
白

引揃 18本　
半越

萌
葱、
紫

黄(う
こ
ん)、
淡萌
葱

平箔 0.4～
0.5mm

透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

唐織錦で、地を経3枚綾地、文様は桓は箔糸で緯3枚綾に綴
じ、菊、梅、松は縫取浮織で織る。絵緯糸は極めて鮮明で美し
い染色が成されている。黄色はほぼ完全に退色しており、うこ
ん草と考えられる。又、紅染糸がはくらくしており、染色時のア
ルカリが残っていた者と思われる。藍染も美しい。文丈も大きく
良質の絹糸が用いられており上質な織物で、能装束に使用さ
れたものだろう。わずかに模様トジが見られる。　
A-g-02と同裂と思われる。

A-g-04-02 2006/01/23 藤
井
健
三

菊芒に草
子文様唐
織

日本 江戸時
代 18C
後半

唐織 7.5(3.5)
cm

144cm 無し 裂地 能装束 菊、芒、
冊子

綾3枚綾
(1)

不明 絹 萌葱(藍
×黄檗)

甘Z/2 甘S 54/cm 絹 萌葱(藍×
黄檗)

引揃 32/cm 不明 浮文(絵緯
糸)縫取 
綾3枚綾
(／)(箔糸)

無し ○ 1 2 絹 白 29.5cm 不明 不明 5本 絹 紅、
萌
葱、
黄

引揃 16本 
半越

紺、
縹

茶、
紫

平金箔
糸

0.5mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

能装束に用いられた唐織裂で、菊と芒を絵緯糸で、冊子を平
箔糸と絵緯糸を緯綾で綴じて織り出す。文様が全体に小さく、
又密に構成され、又色調に暗さがあることから中期後半にな
る、裂の上部が装束の肩部にあたり、文様を切り返している。退
色が少なく、保存状態は良い方である。後身又は前身の肩か
ら裾にわたる裂地である。

A-g-07 2006/03/07 藤
井
健
三

花蝶文様
錦

日本 明治初
期　19C
後半

緯錦 11cm 154cm 方耳
あり

裂地 丸帯 花に蝶 変則6枚緯朱子織
緯錦

緯3枚綾 平 絹 白 引揃 60cm 19.6 不明 4
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A-g-08 2006/01/23 藤

井
健
三

龍田川文
様厚板

日本 江戸時
代 18C
後半～
19C初

63.6cm 29.5cm(
10cm,19
.5cm)

両耳
アリ

裂地 帯地 流水に
楓

綾地錦 経6枚綾
(1)

経3枚綾
(1)

12 絹 焦茶 引揃 2 62/㎝ 絹 焦茶 引揃 28/㎝ 20.5
㎝

無し 緯3枚綾
(／)

縫取 浮糸 ○ 1 2 絹 白 40cm 1巾 1 5本 絹 紅、
淡
紅、
黄

引揃 14本 
半越

淡
紫、
萌
葱、
淡萌
葱

平金箔
糸

0.5mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

裂地2枚が縫合されているが、片方の裂に両耳が残る。生地巾
からすれば掛下帯の裂地と考えられる。経3枚綾組織の錦は珍
しく、又、狭巾に織った錦も極めて珍しい。

A-g-09 2005/05/17 藤
井
、
生
谷
、
川
口

紅地石墨
丸紋能装
束

日本 江戸中
期 18C
後半?

75.0cm 45.5cm 裂地 能装束 地色：紅
および
茶 締切
絣 多色 
石墨 雲
形菱お
よび丸
紋絣

絹、6
枚綾
地：
絵緯
綾ト
ジ錦

絵緯4丁縫取織錦
 本金平箔糸使用

経糸締切
絣

A-g-1 2005/12/19 藤
井
健
三

枝垂れ桜
文様唐織

日本 江戸中
～後期・
18C

唐織 35.5cm 24cm 0.4cm
、片
耳の
み残
る

裂地 不明(能装
束裂か)

紗綾型・
枝垂れ
桜

経3枚綾地　絵緯
地搦緯3枚綾トジ
　錦

経3枚綾
組織

経3枚綾
組織(8本)

絹 紅 紅花 甘S 絹 紅 紅花 引揃 不明 0.4cm なし 絵緯地搦
緯3枚綾ﾄ
ｼﾞ文

緯3枚綾ト
ジ組織

裏浮 1 2経 不明 不明 不明

A-g-10 2006/03/07 藤
井
健
三

撫子段文
様錦

中国 18C～
19C

41.6cm 34.3cm 0.8cm
 片耳
アリ

裂地 不明 撫子 経5枚朱
子(3上1)

菱則綾 23 絹 紅 Z 125/cm 絹 紅 引揃 28/cm 不明 7本 絵緯 緯5枚朱子 裏浮 ○ 1 2 絹 白 不明 不明 絹 濃
紅、
淡紅

引揃 半越 絹 紺、
浅葱

引揃 半越 絹 濃萌
葱、
淡萌
葱

引揃 半越 絹 黄 引揃 半越 平金箔
糸

0.3mm 朱漆 半越 ☆
☆
☆

いわゆる撫子文様を大きく扱い、その下に雲珠と七宝文様を段
に構成している。紅色が美しく平金箔糸が上質で特別な需用
のものと思えるが、用途は不明。

A-h-01 2006/04/18 藤
井
健
三

糸屋風通
錦

日本 江戸時
代 18C

16.6cm 19.4cm 無し 裂地 不明 二崩しに
輪宝

平地風通絵緯錦 平地風
通

不明 絹 紺、黄 S片 絹 木賊、黄 引揃 不明 絵緯
(箔)平
トジ

平 浮 ○ 2 2 絹 白 24.4cm 11cm 平銀箔
糸

0.4mm 透漆 ☆
☆
☆
☆

糸屋風通と呼ばれる舶載の名物裂を模織した和製の錦。二崩
しと輪宝による文様構成は本歌通りではあるが、織上りの感性
が柔らかい、でいかにも日本製らしい、名物裂」の写しである。
均一に薄手に織られた上等の錦といえる。

A-h-02-03 花卉獣文
様緞子織

日本 18C 22.0cm 19.2cm 
11.4cm 
台形

裂地 不明 緯3枚綾
(1)

絹 黄 甘S 75/cm 絹 紺 引揃 20/cm 経3枚
綾(1)

不明 11.5cm 絵緯
(箔)綾
トジ

緯3枚綾
(／)

裏浮 ○ 1 絹 白 不明 11.5cm 2本 平金箔
糸

0.35mm 透漆 ☆
☆
☆
☆

欧州からの舶載裂である緞子裂を模して我が国で織ったもの。
原裂はバロック朝の織物だと思われ、動物や花卉を史実に忠
実に写している様にも見えるが、形はかなり変形している。技術
的には日本の有職織物の技巧がうかがえる。

A-h-07 2006/03/07 藤
井
健
三

洋花に唐
草段文様
錦

日本 19C前
半期

綾地錦 41.2cm 18cm 0.8cm
 片耳
アリ

裂地 不明 洋花 (全越絵緯も含め
て)

経3枚綾 経3枚綾 30 絹 白 甘S 80/cm 絹 白 引揃 24/cm 不明 0.8cm 無し 絵緯 絵緯緯3枚
綾

経3枚綾ト
ジ

○ 1 3 絹 白 引揃 25.7cm 6.9cm 4本 絹 紅 紅花 引揃 全越 絹 浅葱 藍 引揃 全越 絹 紺 藍 引揃 全越 絹 白 引揃 全越 平白金
箔糸

0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

芥子のような洋花に、葱坊頭、忍冬唐草、雲紋繫ぎを段文様に
構成した錦織で、ムガール帝国で織られた、いわゆるモール織
を模織したものである。モール織には金属糸を巻きつけたモー
ル糸なるものを用いるが、本裂はそれに替えて平白金箔糸を
用いる。模様は如何にも中近東風ではあるが花や唐草の表現
や雲紋繫ぎがあるなど和風の意匠が見られ、日本製なのに違
いはない。箔糸にインク等で後彩色をしたものである。モール
織を忠実に模織しながらも、そうとはなり得なかった珍しい作風
のものである。

A-h-08-01 2006/02/20 藤
井
健
三

紅地雲に
龍の文様
朱珍錦

中国 清 18C 金入朱珍
錦

24.5cm 24.5cm 不明 裂地 現状は、
小打敷
か？

雲に龍
の紋

綾7枚朱
子(3上1)

絹 紅 Z 140/cm 絹 紅 引揃 30/cm 不明 無し 絵緯
地搦

緯7枚綾 無し ○ 1 2 絹 白 18cm 9.8cm 5本 絹 紅、
縹、
萌葱

引揃 30本 
全越

白、
黄

撚金箔
糸

Z 淡朱 絹 白 Z 全越 撚金箔
糸

Z 淡朱 絹 白 Z 全越 ☆
☆
☆
☆
☆

珍しい組織の経7枚朱子地であり、そこに絵緯糸及び撚金箔糸
を全越に入れて緯7枚綾の地搦みでとじる。金箔糸は、金質の
高いものとそうでない糸の2種を引揃えて用いる、珍しい手法で
ある。現在は退色しているが、極めて美しく色彩の織物であっ
た。7枚朱子という珍しい織法であることからも中国の官中用の
ものと考えられる。

A-h-08-02 2006/02/20 間道に霧
取菊文様
錦

日本 江戸時
代 18C
前期

29cm 35cm 0.6 裂地 不明 間道に
霧取りと
菊文様

経3枚綾
（S)

経3枚綾 24 絹 紫、黄、
浅葱、黄
土、萌葱

S 66/cm 絹 黄 引揃 30/cm 不明 経縞
(地経
糸の
色替
による
縞立)

絵緯
別搦
み綾ト
ジ

緯3枚綾 経3枚綾ト
ジ

○ 1 3 絹 淡紅 甘S 不明 8.6cm 不明 4本 2挺 2挺 絹 白、
浅
葱、
萌葱

引揃 30本 
全越

絹 紫、
黄、
萌葱

平金箔
糸

0.25mm 無色 全越 ☆
☆
☆
☆

色立てに仕立てた朱子地の間道の上に、霧取りをして、その中
に桧垣と菊文様を表す。縞地に所々絵緯糸で横筋を織り出
す。舶載の名物間道裂の文様に霧に菊文様を織り出すのは、
珍しいというよりは異質である。江戸後期のがん物(おもちゃ)的
でこわくな趣向によるものだろう。

A-h-09 2006/04/18 藤
井
健
三

花卉、
蝶、山岳
段文様錦

日本 19C 39.5cm 33.6cm 左耳
あり

裂地 丸帯 花卉、
蘭、蝶、
山岳の
段文様

平地 絵緯別搦ト
ジ錦

平 平 絹 白茶 S/2本引揃 50/cm 絹 白茶 Z/片 30/cm 不明 8.7cm 絵緯
別搦ト
ジ

平 平トジ ○ 1 2 絹 白 16cm 並列釜 2本 ☆
☆
☆
☆

花菱、春蘭、蝶、花卉、山岳を段文様に織る平地の錦。地緯糸
にZ撚の強撚糸に細い平糸を添えたものを用い柔らかい御召
地風を織り出している。近代以降に多用される技法である。化
学材料の一部使用や極めて巾の揃った細い金箔糸を用いると
ころなどから明治初年頃の製作と考えられる。

A-h-10 2006/01/23 藤
井
健
三

茶地段に
花卉(か
き)唐草
文様間道
　錦

日本 江戸時
代　18c
後半

厚板錦 35.3 30.5 片耳
あり

裂地 不明(仕覆
裂か？)

段に花
卉(かき)
唐草

絹 茶 平 絹 茶 引揃 48/cm 絹 茶 引揃 28/cm 不明 平 1 2 10 9 並裂釜 2 絹 黄茶・
赤茶

28本
(全越)

浅
葱・
紺・
縹

平釜箔
糸

0.3 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

舶載の間道裂を模して我国風の文様で織り出した錦。段の変
わり目に縞の綴地の織筋を入れ、又、細い金箔糸を用いた高
級織物である。表具裂もしくは仕覆など茶道関係に用いられた
のではないか。

A-i-04-01 2006/03/29 藤
井
健
三

象文様金
地(カナ
ジ)金襴
(模モー
ル織)

日本 江戸時
代 19C 
初

15.4cm 14.2cm 片耳
アリ

裂地 不明 象文様 平地別搦平トジ全
越金襴

平 平(2段) 25(13･12) 絹 茶 引揃 絹 茶 引揃 不明 平 裏トジ ○ 1 2 絹 黄 引揃 3.3cm 3.5cm 不明 並列釜 2本 平金箔
糸

0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

珍しい象文様を織った金襴で、しかも地部を金襴織にする、い
わゆる金地金襴である。平金箔糸は細く、整って揃っており、
全く裏返りが見られず、極めて上質な織物である。象の形容は
足に爪を、又牙もなく、一見蟻食いのようにも思えるが人が乗る
ための掛物があり、一応は象としておく。この様に珍しい動物が
日本に持ち込まれて、一般人も目にして織物などに表されるの
は、18C後半から19Cの頃である。そういった物珍しさが織物の
題材となっている。又、海外の織物を模倣したものかもしれな
い。

A-i-04-
02(左下)

2006/03/29 藤
井
健
三

唐草に小
花文様銀
欄(模
モール
織)

日本 江戸時
代 19C
初

19.2と
21cm

17.4cm 無し 裂地 不明 唐草と小
花文様

平地別搦平トジ全
越金襴

平 平 絹 紫 引揃 60/cm 絹 紫 引揃 28/cm 平 裏トジ ○ 1 2 絹 白 引揃 8.8cm 9.0cm 不明 並列釜 2本 絹 萌
葱、
朱、
黄、
白、
淡
紅、
紺

引揃 28本 
全越

平銀箔
糸

0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

地を平銀箔糸で唐草を表わして銀地とし、それに絵緯で小花
文様を織り出した銀欄裂である。銀欄地の唐草文様は描法が
中近東風に処理されていて、舶載のモール織裂を参考に織っ
たものであろう。文様や織技から確実に日本製であるが、異国
情緒豊かな織物である。全体に盶物的な趣があるのも江戸後
期19C初めの雰囲気を表している。本裂も札入もしくは懐紙入
れを解いたもので、趣味性の強い裂だったことが忍ばれる。

A-i-04-04 2006/03/29 藤
井
健
三

洋花文様
銀欄(模
モール
織)

日本 江戸時
代 19C
初

28.4cm 17.5cm 片耳
アリ

裂地 不明 平地別搦平トジ・
浮織銀欄

平 平 引揃 52/cm 引揃 24/cm 不明 絵緯浮織・
銀糸平

裏浮 ○ 1 2 絹 白 引揃 17.0cm 8.2cm 並列釜 2本 絹 黄、
縹、
紅、
萌
葱、
浅葱

引揃 52本 
全越

平銀箔
糸

0.3cm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆
☆

紺地に抽象化した洋花を織りだした銀糸入唐織である。中近
東のモール織を割合に忠実に模したものであるが、匹田鹿子
文様があったり、地が平地だったり、又、絵緯糸を浮織にして
日本の織技で旨く舶載裂を表現している。用途が分らないが
珍しい織物である。

A-i-05-01 2006/02/07 藤
井
健
三

青海波に
雨竜、
鯉、海
老、珊
瑚、鳳
凰、蟹文
様金襴

日本 江戸時
代18C

平地金襴 33 20.5 無し 裂地 表装裂地 青海波
に蟹、
龍、鳳
凰、鹿、
鯉、海
老、珊瑚

絹 平地別搦金襴 平 絹 褐緑 引揃 36/cm 絹 紬 茶 紬糸 22/cm 地揚別搦
平トジ

5.5cm 5.7cm 平 箔糸裏浮 1 2 絹 白 引揃 1本 平金 0.3mm 全越 ☆
☆
☆
☆

A-ｉ-05-04 2006/02/07 藤
井
健
三

襷に撫子
文様金襴

日本 江戸時
代　18Ｃ

綾地金襴 13.5cm 10cm 無し 裂地 表装、茶
道具裂

襷に撫
子

絹 白茶 綾地別搦金襴 経3枚綾
(1)

不明 絹 白茶 S 68/cm 絹 白茶 引揃 23/cm 不明 1.8 １.7 不明 緯3枚綾
(／)

経3枚綾 1 3 1.8cm 1.7cm 不明 絹 萌葱 引揃 全越 平金箔
糸

0.2mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

襷状の小格子の中に金襴で小さい撫子文様を織り出しており、
また経糸も撚糸を用いていることから、中国明代のいわゆる名
物裂手を模して織ったものと思える。平金箔糸が極めて細く、
致密に織られている。別搦みで細かく表裏共にトジるのは江戸
中後期の日本製上等の金襴によくみかける。

A-i-05-06 2006/02/07 藤
井
健
三

糸屋風通
金襴

日本 江戸時
代　18C

風通金襴 16.7cm 19.4cm 無し 裂地 表装裂地
か?

網代地
に円華
文

絹 風通 平・風通 不明 絹 紺・黄の
交替

甘S 48×2/cm 絹 褐・黄交
替

引揃 22×2/cm 不明 平・風通 平 裏浮・箔
裏切

黄経 24.8cm 10cm 3本 平釜箔
糸

0.35mm 透漆 (全越) ☆
☆
☆
☆

中国明代の風通金襴で茶人が好んだ名物裂「糸屋風通」があ
り、それを模して我国で織成したもの。致密に織り出し、又、平
金箔糸の巾も揃っていて上質である。

A-i-09-01 2006/04/18 藤
井
健
三

襷に窠文
様金襴

日本 17C 二重緞子 25.3(11.
2)cm

16.6cm 裂地 不明 三重襷
に箋様
文、窠文
様

朱子地 地揚げ絵
緯文様

経5枚朱
子

絹 茶 絹(交替地
緯)

薄萌葱、
濃萌葱

☆
☆
☆
☆
☆

地を経5枚朱子地とし、地緯に、薄萌葱と濃萌葱、又は萌葱と
紅、縹と萌葱及び萌葱と浅葱の二色を部所に応じて用い、そ
の二色を交替に入れて地組織とする。そして二色の地緯を地
揚文とし上紋にあげる。又全面に平金箔糸を絵緯に入れて織
る。地揚と絵緯共に地搦の緯5枚綾でとじる。いわゆる二重緞
子地金襴で、古様な織技である。文様表現も重厚で古様だと
いえる。

A-i-09-02 2006/05/02 藤
井
健
三

輪宝文様
金襴

日本 18～
19C

朱珍錦 28.6cm 33cm 裂地 仏幡拝裂 蓮台に
輪宝

朱子地：絵緯別搦
綾トジ文 錦

経5枚朱
子

絹 白 引揃 83/cm 絹 白 引揃 30/cm 不明 ナシ 絵緯 緯3枚綾 経3枚綾 1 3 絹 白 引揃 絹 淡萌
葱

半越 絹 淡浅
葱

半越 平金箔
糸

0.4mm 透漆 半越 ☆
☆
☆

仏幡の拝裂として製織された織物である、それは裂地の上下
に拝の大きさを表わして紋がとめられている。

A-i-09-05 2006/04/18 藤
井
健
三

襷に幾
何、双
鳳、龍文
様金入錦

日本 19C 23.2cm 15.7cm ナシ 綾地地揚絵緯別
搦トジ錦

経3枚綾
 (Z)

不明 絹 白茶 甘S 72cm 絹 白茶 引揃 34cm 地
緯、
地揚
文別
搦トジ

絵緯
別搦ト
ジ

経3枚綾 
(Z)

○ 2 絹 引揃 7.5cm 9.4cm 屏風釜 絹 濃萌
葱、
濃紫

引揃 全越 平金箔
糸

0.35mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

綾地に地揚げと絵緯で文様を織り出した錦。絵緯と同様に地
揚文も別搦糸でトジる。致密に織り上げられた上質の錦で、文
様表現も精彩である。

A-i-11-01 2006/03/29 尾
形
充
彦

白地菊花
文様金襴

日本 江戸時
代末期
頃

四枚綾地
金襴

29cm 11.9cm 無し 長方形 不明 菊花文
（１２弁、
直径
1.8cm）
を互位
置（五の
目）に配
置したも
の

絹 白 四枚綾地 4枚綾 無し 絹 白 無 36本/cm 絹 白 無 26本/cm 切箔の箔
糸を裂幅
いっぱい
に入れる 
上浮きの
箔糸を黄
糸で押さ
えている

平組織 ☆
☆
☆

・地組織の経糸 幅：約0.1cm　・地組織の緯糸幅：約0.25mm～
0.3mm(経糸3本引き揃えに見える)　・箔糸の表浮き部分を押さ
えている黄糸は幅：約0.8cm、平組織で密度：約12本/cm　・箔
糸は和紙と金箔を透き漆で接着している。幅：約0.6～0.8mm

A-ｉ-13 2006/02/07 森
克
己

白茶地入
子菱に牡
丹唐草綾
織

日本製 江戸末
期

綾織 48.0cm 11.6cm 一部
残り
(半分
で切
断)

裂地／途
中で継いだ
ところあり。

入子菱・
牡丹唐
草

綾地絵緯別搦畦
トジ

経3枚綾 絹 白茶 S 地70本　搦
22本

絹 白茶 甘 48本 不明 5.0 7.0 経3枚綾 絹 錆朱 糸幅0.01mm生糸 金箔
(90切)

3mm 黄 ☆
☆

<経糸配列>地①地②搦①：1単位　<箔>1/3搦トジ、24本/1cm
間　<地>2/3右上り綾　<私見>繊細な表現による文様は日本好
みと考えられる。特徴のある織物ではないがキレイに出来てい
る。裂地の裏に糊が付いていると思われるので何かに貼ったも
のであろう。

A-i-16-01 2006/05/02 藤
井
健
三

紺地蝶文
様朱珍錦

日本 19C初
頃

綾地錦 25.0cm 28.2cm ナシ 裂地 不明 揚羽蝶 綾地絵緯別搦錦 経3枚綾 絹 紺 甘S 60/cm 絹 紺 引揃 20/cm 絵緯
別搦

別搦 ○ 1 3 絹 黄 引揃 18.6cm 8.3cm 3本 絹 紅 引揃 全越 萌葱 引揃 全越 黄 引揃 全越 白 引揃 全越 平金箔
糸

0.4mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

繊細な織技の綾地錦である。糸質、箔質共に良く、又紋も細か
く、表現されていて特製品だといえる。意匠表現も可麗である。

A-j-01主 2006/07/04 藤
井
健
三

作土兎楓
文様平地
錦

日本 19C前
半

平地錦 60.0cm 49.3cm 無し 裂地 夏丸帯地 作土兎
楓文様

絹 白 引揃2 甘S 40/cm 絹 白 引揃 25/cm 平 平 平 ○ 1 2 絹 白 引揃 13.6cm 8.4cm 並列釜 2本 絹 金
茶、
茶

引揃 全越 紅、
縹

黒 ☆
☆
☆
☆
☆

波に兎楓と、波に作土兎楓の段を交替に織り出している。紋は
すべて絵緯で織り表す。紗地の地文様のように見える波の段
部も、実は絵緯によって織っている。黒色を白色緯糸と同口に
入れて紋に織り出し、裏を別搦糸で他の絵緯を同様にに平組
織でとじている。薄い錦地で紗地にみかけたような織物である。

A-j-01従 2006/05/16 藤
井
健
三

兎楓丸文
作土段文
様錦

日本 19C中 60cm 49.4cm ナシ 裂地 夏帯地 兎と楓の
丸文と兎
と楓の作
土の段
文様

平地別搦み錦 平 絹 白 2本引揃 甘S 44/cm 絹 白 引揃 28/cm 不明 平組織　
地緯と同
口に色緯
を入れて、
無紋部は
裏トジをす
る。

絵緯
文

平 ○ 1 2 絹 白 引揃 13.8cm 8.5cm 6以上 2本 絹 淡
紅、
淡
茶、
縹

引揃 28本 
全越

絹 紅、
茶、
縹

☆
☆
☆
☆

地緯と同口に入れた色糸で地紋を表現し、上文は絵緯を別搦
みでトジて表した平地錦、地文様の色糸は文様部以外は裏に
まわして別搦み経まで裏トジをする。文様表現は近代的であ
り、江戸末期の製作と考えられるが、明治期に入る可能性もあ
る。淡紅は初期舶載の化学染料である。

A-j-02 2006/06/06 藤
井
健
三

金地孔雀
文様錦

日本 19C後
半

55.6cm 22.2cm 裂地 帯地か？ 牡丹に
孔雀

平 絹 浅葱 甘S 52/cm 絹 藍(緑) 別搦 32/cm 不明 地揚
別搦ト
ジ・絵
緯別
搦トジ

全越 平 平トジ 1/2 ○ 1 2 絹 浅葱 引揃 20.7cm 17.1cm 不明 並列釜 2本 緑、
浅
緑、
紫

引揃 全越 黄、
赤、
薄赤

平金箔 0.3mm 全越 ☆
☆
☆
☆
半

平金箔糸を全越に入れて、金地とし、紋は地揚げと絵緯糸で
表している。共に搦では、別搦み糸で平組織に綴じる。孔雀牡
丹図は、江戸後期頃から、帝都画檀や長崎派の画人達によっ
てひんぱんに画材として用いられ、ことに明治期の染織には好
まれて、多くが見られる。しかし本裂はその中でも絵画的表現
が強く又細かい表現と、地揚紋と絵緯紋、そして金地を用いる
など、多様で西洋の織物技術に刺激をうけている様子も察せら
れる。すでに化学染料が併用されていて、彩色には明治初期
の友禅染や陶磁器上絵との共通性も見い出せる。丸帯地では
なかったろうか。技術的にも優れた織物である。

A-j-06-01 2006/06/06 藤
井
健
三

団扇文様
金地錦

日本 19C前
半

29.3cm 21.7cm 無 裂地 不明 団扇 平 不明 絹 黄土 S/2 46/cm 絹 黄土 引揃/2 26/cm 不明 絹 白 12.7cm 8.6cm 2本 絹 縹、
浅
葱、
白

引揃 全越 平金箔 0.3mm 透漆 ☆
☆
☆
☆

平金箔糸を用いて金地とし、文様部である団扇を地組織で表
現している。団扇の内の絵を絵緯糸で織り出し、ヤスラ経にし
て柔らかな地風を表しているが、紋は極めて繊細な表現で行っ
ている。択抜な図案構成が染型の小紋柄を範としていると思わ
れ、江戸後期の文化らんじゅく期の様子が偲ばれる。

A-j-10-下 2006/07/18 藤
井
健
三

蓮花文様
銀欄

中国 明代後
(16～
17C)、
清代前
(17C)

28cm 28.7cm 無し 裂地 不明 蓮花 経4枚繻
子(トル
コ)

絹 黄、白 引揃 40 絹(紬糸) 黒茶 引揃 Z 12 絵緯
　別
搦平ﾄ
ｼﾞ

4 絹 紫 引揃 16cm 11.3cm 3 平金箔 0.65mm 朱漆 ☆
☆
☆
☆

古風な文様形式を持つ銀欄織だが、平金箔糸の質は良くな
く、又地組織も経４枚朱子という清時代後半に始まる技法であ
る。別搦み糸に美しい紫糸を用いる。細地風銀欄と呼ばれる類
である。　黄綴じの□□風と糸使いをしている。

A-j-11-02 2006/06/06 藤
井
健
三

唐獅子牡
丹文様蜀
江錦

日本 19C前
半

33.6cm 22cm 無 裂地 丸帯地 唐獅子
牡丹、
龍、蜀江
文

綾地錦 絹 紺 S 72/cm 絹 焦茶 引揃 24/cm 緯3枚綾
(／)

経3枚綾 ○ 1 3 絹 茶 引揃 9.8cm 5.8×2cm 屏風釜 3本 絹 金
茶、
茶、
紅

全越 暗緑 ☆
☆
☆
☆

A-j-15 2006/06/06 藤
井
健
三

唐草散し
文様錦

日本 19C前
半

33.6cm 22cm 無 裂地 懐紙入を
解いたも
の(もしくは
煙草入れ)

唐墨文
様

平地錦 平 無 絹 黄土 甘S 48/cm 絹 黄土 引揃 24/cm 不明 絵緯
平トジ

全越 平 別絡平ト
ジ

○ 1 2 絹 うぐいす 引揃 16.7cm 8.6cm 不明 並列釜 2本 2挺 絹 縹 引揃 全越 平金箔
糸

0.25mm 全越 ☆
☆
☆
☆

縹色の絵緯糸と、平金箔糸だけで文様を織り出しているのに多
彩にも見える。平地錦の緊密な表現を用いて、唐墨の立体的
な表現が要を得ている。江戸後期の文人の趣味性が強く感じ
られる裂地である。優れた織技がうかがえる。金糸の金質がよく
ないが当時のものには一般的に見られる。

A-j-21 右
下

2006/08/01 藤
井
健
三

蜀江文様
金襴

中国 17Ｃ初
(明後
期)

綾地金襴 33.5cm 17cm 裂地 不明 蜀江文
様

経3枚綾
(/)

経3枚綾 11 絹 黄 Ｚ／ 72/cm 絹 黄褐 Ｓ／ 22/cm 絵緯
(平金
箔
糸)　
　

全越 経3枚綾
(/)

経3枚綾
(╲)

1/2 1 2 18.5cm 不明 平金箔 0.3～0.4 朱漆 ☆
☆
☆
☆
☆
◎

　美しい黄色地に蜀江文様を織りだした金襴だが、現在は金
箔糸銀質が多かったために黒変化していて銀襴であったように
見える。16Ｃから18Ｃ頃に中国から輸入された金襴裂に多く見
るものの一つである。その多くが朱子地であるのに対して本例
は3枚綾と少なく、又箔糸のトジ法が、経糸を3本宛に隔糸とし、
緯3枚綾で内より隔糸にとじている珍しい仕様である。裏面も同
じ仕様の緯3枚綾トジである。　文様は厳格な円文と角文を用
いた蜀江文であり、連弁や連珠帯を用いるなど古風な様式を
採用しており、又全裁の箔使いなどからして17Ｃ初め頃の製作
が考えられる。

A-j-21-中
央

2006/08/01 藤
井
健
三

桐唐草文
様金襴

日本 18C 綾地金襴 25,4 7 裂地 不明 桐唐草 経4枚綾
(/)

不明 絹 紅色(元) 甘Ｚ 48/cm 絹 紅色(元) 引揃 25/cm 不明 絵緯糸(平
金箔
糸)(半越
仕様)

1 4 絹 紅 引揃 17.8cm 不明 平金箔
糸

0.4～
0.45

透漆 ☆
☆
☆

　古様な図柄の桐唐草金襴であるが整然と織られ、又別絡みと
じと技法的には下がる作業である。地組織が経4枚綾であること
など、古金襴の写しと見ていだろう。金糸もよく巾が揃っていて
品格のある金襴裂である。惜しむらくは金質があまり良くない。

A-j-21-中
段左

2006/08/01 藤
井
健
三

蜀江文様
銀襴

中国 18C(清
代)

朱子地銀
襴

23.5 7.5 裂地 不明 蜀江文
様

経5枚朱
子

絹 縹 Z 91 絹 縹 引揃 14 半越 経5枚朱子 1 2 18 不明 平金箔
糸

0.3～0.4 朱漆 ☆
☆
☆
☆

　文様が判然としないが蜀江文様の銀襴織である。平銀糸の
幅が細く、太い緯糸を用いて半越に銀糸を繰り入れたため図
柄が明確に著わされない。箔下に朱淡が用いられてり、中国清
朝期の織物である。箔巾がよく揃っている。

A-j-25-02 2006/06/20 藤
井
健
三

洋花に縞
文様錦
(倣モー
ル織金
襴)

日本 18C後
半～
19C前
半

平地錦 29.9cm 13.6cm 無 裂地 不明 洋花、間
道縞

平 不明 絹 茶 引揃 52/cm 絹 茶 引揃 20/cm 不明 絵緯
別搦ト
ジ

全越 平 平 ○ 1 2 絹 白茶 引揃 8.4cm 8.8cm 並列釜 2本 絹 紺 引揃 全越 絹 萌葱 引揃 全越 絹 黄土 引揃 全越 絹 白 引揃 全越 平銀箔 0.35mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

絵緯糸で、間道様の縞文様を入れ、それらの間に銀糸で洋花
を織り入れる。共に舶載製の間道織とモール裂を模して織り、
一枚の織物として作り出している。インドイスラムと南中国の縞、
そして和様が同居して、得も言えぬ雰囲気をもっている。東西
の洋や古今を関りなく、どん欲に新奇を取り入れた織り物とい
え、珍しいものである。

A-j-25-03 2006/06/20 藤
井
健
三

駱駝飼育
図錦

日本 19C前
半

平地錦 18.8cm 13.5cm 無し 裂地 不明 駱駝飼
育図

平地絵緯別搦トジ
錦

平 不明 絹 白茶 引揃/2・甘S 48/cm 絹 白 引揃 24/cm 無 絵緯
別搦
平トジ

全越 平 平 ○ 1 2 絹 白 引揃 14.8cm 8.5cm 並列釜 2本 絹 紅 引揃 全越 絹 浅葱 引揃 全越 絹 焦茶 引揃 全越 平銀箔 0.4mm 全越 ☆
☆
☆
☆

珍しい駱駝の図が織られた錦である。当時この描かれた動物
が一体何なのか判別がつきにくかったらしく、駱駝の看板文字
を織り出している。大阪の豪商吉野屋は、駱駝を輸入して飼育
したといわれ、そんな事柄を表した織物なのだろうか。

A-j-25-04 2006/02/20 藤
井
健
三

御簾に英
文字文様
錦

日本 19C前
半

綾地錦 21.4cm
と
23.0cm 
四辺形

12.2cm 無 裂地 不明 御簾、英
文字

経三枚綾地(/) 絵
緯別搦トジ錦

経3枚綾
(/)

無し 絹 淡紅 S 68/cm 絹 淡紅 引揃 30/cm 不明 無 絵緯
別搦ト
ジ

全越 緯3枚綾
(／)

経3枚綾 ○ 1 3 絹 蘇芳 引揃 不明 6.8cm 並列釜 5本 絹 紺 引揃 全越 絹 錆茶 引揃 全越 平銀箔 0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆

織物としては別段、珍しくはないが、英文字様な文様が織り出
してあるところが珍奇である。元はかなり美しい淡紅色だった
が、現状はその様子がうかがわれない。

A-j-27-右
下

2006/07/18 藤
井
健
三

吉祥文様
朱珍錦

中国 清代 朱珍錦 32.4cm 12.2cm 無し 裂地 不明 吉祥花
唐草(牡
丹、菊、
桃、石
榴)

経5枚朱
子

不明 絹 青緑 Ｚ/ 100/cm 絹 青緑 引揃 20/cm 絵緯 緯5枚綾 不明 / 2 不明 不明 絹 緑、
黄、
縹、
淡黄

半越 平金箔 0.35mm 朱漆 半越 ☆
☆
☆

　中国清時代製の繻珍錦である。絵緯も粗く、平金箔糸も質が
良くないが、如何にも中国製らしく、大胆な表現と高い技術を
使って織り出している。文様の形や色彩が古様で格調が感じら
れるのも中国製だからか。文様が織方向に対して直角に表現
されており、衣服又は調度用の織布を構成する裂地の一部か
もしれない。

A-k-01-01 2006/06/20 藤
井
健
三

縞に花鳥
文様錦

日本 19C前
半

平地錦 21.2cm 19.2cm 無 裂地 不明 縞、撫子
唐草、雲
襷、鳥

平地絵緯別搦トジ 平 絹 浅葱 引揃/2・S 58/cm 絹 浅葱 引揃 34/cm 不明 無 絵緯
別搦ト
ジ

全越 平 平 ○ 2 絹 浅葱 引揃 9.8cm 8.5cm 並列釜 絹 紺 引揃 全越 平銀箔 0.3mm 透漆 全越 ☆
☆
☆
☆

イスラム地方面のモール錦を写して模織したものである。致密
な文様を織るが、細部に中国様や和様の表現がみられ、独特
の雰囲気をもつ。精致な織をして上質な製品である。銀色が現
在も変らず見られて美しい。

A-k-02-03 2006/07/04 藤
井
健
三

緑地牡丹
甘草文様
モール様
錦

日本 19C前
半

18.9cm 
15cm 横
台形

28.9cm 裂地 不明 牡丹、甘
草

経3枚綾
(/)

絹 緑 S 72/cm 絹 緑 引揃 18/cm 不明 緯3枚綾
(／)

経3枚綾
(＼)

1 3 ○ 絹 白 15.2cm 6.7cm 絹 黄、
萌
葱、
緋

引揃 全越 黒、
浅葱

平銀箔 0.35mm 透漆 ☆
☆
☆

太り地経糸に細い地緯糸を入れ、朱子地のように光沢を出した
織物地に絵緯糸で文様を表す。牡丹などの和花も洋風に描い
てモール織に似せている。

A-k-03-02 2006/09/19 藤
井
健
三

蘇芳地牡
丹唐草文
様銀襴

中国 清代前-
中

29cm 26.5cm 片耳
が残
る

裂地 不明 牡丹唐
草

経3枚綾
/

経3枚綾/ 15 絹 赤 蘇芳 引揃 45/cm 絹 赤 蘇芳 引揃 28/cm ＥＮ　
Ｎ
3(／)
トジ

半越 Ｎ3(／) 裏浮 ／ 2 20.5cm 12.5cm 不明 並列釜 4 平銀 0.6mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

蘇芳地に牡丹唐草を織った銀襴である。江戸中期18世紀頃の
中国製を模したものである。地の経緯糸に少し手強い絹糸を
用い、細手風地合とし、古様な牡丹唐草文様を織り出す文様
の箔糸は現状黒変してしまっているが、元は鮮やかな銀色であ
り、箔巾の揃った質の良い銀襴織りである。地色も鮮やかな赤
色だったが現在は退色している。明代後期頃の上手の銀襴織
を模倣したものである。

A-k-03-下 2006/08/22 藤
井
健
三

紅地蓮唐
草文様銀
襴

中国 明末清
初(16～
17C)

銀襴 28.8cm 26cm 片耳
あり

裂地 不明 蓮花文
唐草

経3枚綾
(/)

経3枚綾 16 絹 紅 紅花 甘Z/ 6.0 絹 紅 紅花 引揃 36 不明 なし 緯3枚綾
(/)

裏浮 1 2 20.6 12.6 平銀箔 0.45 透漆 半 ☆
☆
☆
☆
☆

今は退色しているが、経緯糸共に美しい紅染　めをした銀襴織
である。地は経3枚綾に地搦で綴じる古様な様式をもつ。文様
も古式である。　A-k-03-02と同じ。

A-k-05-01 2006/07/04 藤
井
健
三

四天文様
金襴

日本 19C前
半

12.6cm 12cm 裂地 袈裟用四
天部裂

四天王
文様の
一

綾地金襴 経6枚綾
／

絹 藍 藍 引揃 50/cm 絹 藍 藍 引揃 44/cm 無 緯3枚綾／ 浮 ○ 1 2 平金箔 0.35mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

御袈裟の四隅を飾る四天王を織り出した金襴裂で、その内の
一枚である。地経緯糸を藍染をする。
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A-k-05-02 2006/07/04 藤

井
健
三

四天文様
金襴

日本 19C前
半

14.2cm 12.4cm 裂地 袈裟風四
天部裂

四天王
文様の
一

朱子地金襴 経5枚朱
子

不明 絹 紅 紅 黄檗 71/cm 絹 紅 紅 黄檗 43/cm 不明 無 緯3枚綾
(／)

経3枚綾
(＼)

○ 1 4 絹 白茶 引揃 平金箔 0.35mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

御袈裟の四隅を飾る四天王を織り出した金襴裂でその内の二
枚である。地経緯糸を美しい紅花染をしている。上質の平金箔
糸を使用している。　　注：03と同様但し絵柄違い

A-k-05-03 2006/07/04 藤
井
健
三

四天文様
金襴

日本 19C前
半

13.4cm 12.2cm 裂地 袈裟風四
天部裂

四天王
文様の
一

朱子地金襴 経5枚朱
子

不明 絹 紅 黄檗 71/cm 絹 紅 黄檗 43/cm 不明 無 緯3枚綾
(／)

経3枚綾
(＼)

○ 1 4 絹 白茶 引揃 平金箔 0.35mm 透漆 半越 ☆
☆
☆
☆

御袈裟の四隅を飾る四天王を織り出した金襴裂でその内の二
枚である。地経緯糸を美しい紅花染をしている。上質の平金箔
糸を使用している。　　注：02と同裂、但し絵柄違い

A-k-05-04 2006/07/04 藤
井
健
三

唐獅子牡
丹文様錦

日本 19C前
半

17cm 13.3cm 裂地 不明 唐獅子、
牡丹

経3枚綾
(／)

絹 茶 引揃/2・甘S 49/cm 絹 茶 引揃 24/cm 緯3枚
綾(／)

○ 1 2 絹 白 全越 絹 縹 全越 絹 黄 絹 淡萌
葱

全越 全越 平金箔 0.2mm 透漆 全越 ☆
☆
☆

茶地に唐獅子と、牡丹文様を織り出した二裂、元は一裂内に
織り出したものと考えられる。青色の牡丹花に同口で白色と縹
色を織り込んで浅葱色を作り、縹・浅葱・白の暈欄彩色を表現
している。こうした技法は、18C後半から見られる技法で、高級
品に利用されている。　注：05と同裂、但し絵柄違い

A-k-05-05 2006/07/04 藤
井
健
三

唐獅子牡
丹文様

日本 19C前
半

15.8cm 13.4cm 裂地 不明 唐獅子、
牡丹

経3枚綾
(／)

絹 茶 引揃/2 甘S 49/cm 絹 茶 引揃 24/cm 不明 無 緯3枚綾
(／)

○ 1 二 絹 白 全越 絹 縹 全越 絹 黄 全越 絹 淡萌
葱

全越 平金箔 0.2mm 透漆 全越 ☆
☆
☆

茶地に唐獅子と、牡丹文様を織り出した二裂、元は一裂内に
織り出したものと考えられる。青色の牡丹花に同口で白色と縹
色を織り込んで浅葱色を作り、縹・浅葱・白の暈欄彩色を表現
している。こうした技法は、18C後半から見られる技法で、高級
品に利用されている。　注：04と同裂、但し絵柄違い

AN85-02-
05-06

2005/12/07 プリント模
様絹布

フラン
ス製

20世紀
前半

B

B-a-01 2006/10/17 藤
井
健
三

紅地入子
菱に桐文
様金襴

日本 18C 17.7cm,
6.4cm

5.8cm,1
7.7cm

無し 裂地 不明 入子菱
に桐

経3枚綾
(/)

不明 絹 紅 S/ 68/cm 絹 紅 引揃/ 18/cm 不明 絵緯 緯3枚綾
(/)

1 3 絹 白 引揃 8.2 3.5 平金箔 0.4mm 全越 ☆
☆
☆

　少し大きめのくずれた図形の入子菱地に桐文を織り出すが、
双方共に箔糸で織り出した金襴織である。桐文は古式だが力
強さが見られず、又、箔糸のトジも別絡みとなっている。明時代
後期の製作ではないか。

B-a-04 下
段右

2006/10/17 藤
井
健
三

黄地松皮
菱の襷文
地揚紋錦

日本 18C 21.2cm 21cm 有　　
耳巾
1.4cm

裂地 不明 松皮菱 経5枚朱
子

変則綾 絹 黄 S/ 111/cm 絹 萌葱 引揃 30/cm 地緯
浮文

1.1 1.2 ☆
☆
☆

経5枚朱子地による地緯の浮文で菱文様を表した。緞子織であ
る。耳を数色で段縞とし唐織(中国製)を模して織る。緯糸2本毎
を□□にあげて単位とする。疋田文様を織物で表現する場合
等に多くこの技法が用いられる。

B-a-04-下
段　左

2006/10/17 藤
井
健
三

亀甲紋様
錦

日本 17C 10.2cm 9cm 有り
　0.7c
m

裂地 不明 亀甲 経6枚綾
(＼)

平と経5枚
朱子

絹 白 甘S/ 50/cm 絹 白 引揃 20/cm 不明 絵緯
浮文

浮文 裏浮 5 3 絹 浅黄 引揃 全越 平金箔 0.25mm ☆
☆
☆

　小裂だが珍しい裂地である。経6枚綾地に絵緯の浮文で細紋
を織り出している。耳も三色の段目とするが、一番外側を平織り
し、その内側に朱子織で細い二筋の織耳としている。一風変
わった作りで中国製のように見えるが箔づかいなどからして邦
製と思える。

B-a-06 2006/10/17 藤
井
健
三

紺地鳳凰
唐草文様
錦

日本 18C初 浮文錦 54cm 25cm 有　　
巾
0.5cm

裂地 不明 鳳凰唐
草

平 平 18 絹 紺 甘S/ 36/cm 絹 金茶 引揃 21/cm 不明 0.5cm 絵緯
浮文

浮文 無　裏浮 4.2 3.8 2 絹 萌葱 引揃 全 絹 紅 引揃 全 ☆
☆
☆
☆

　経糸と緯糸の色を違えた織色綾地に、細かい鳳凰と唐草文
様を絵緯の浮文で織を出す。浮文の網文ながらも明瞭な図柄
が出て、又海気織色としていて、古様さが感じられる。地色と文
の配色も重量感があり、江戸時代の前期から中期にかけての
製作ではないか。　網文が詰まるが、金質でまとまりがある。

B-a-07 2006/10/17 藤
井
健
三

撫子に蝶
文様蜀把
織

日本 江戸時
代
　　18C

23.4cm 37.4cm 有　　
巾
0.3cm

裂地 不明 撫子に
蝶

緯4枚綾
山形斜
文

平 10 絹 薄紅 S/ 32/cm 絹 薄紅 引揃 32/cm 絵緯 緯4枚綾山
形斜文

緯4枚綾
山形斜文

1 1 15.1 8.5 絹 紺 引揃 全 絹 紅 引揃 全 ☆
☆
☆
☆

　緯4枚綾組織の山形斜文で蜀把織としている。撫子、蝶文様
共に絵緯を用いて織り出すが、表面も地と同じ緯4枚綾組織の
山形斜文で綴じている。故に一見地紋織のようにも見える。紋
裏も同じく、地絡みで緯4枚綾組織にとじる。但し地部の裏は経
4枚綾組織であるために明瞭に絵緯の錦織なのが解る。中国
から輸入された名物裂を模織したものである。

B-a-10  上
左

2006/10/17 藤
井
健
三

紗綾形に
牡丹唐草
文様風通
錦

中国 17～
18C

20.5cm 15cm 平地風通 茶 Z (14X14)X2
色

茶 引揃 5X2色 7.3 11.6 　紗綾形を地紋として、牡丹唐草文様を表す。古い綸子によく
みる様な図柄で、牡丹唐草の動きも、□□□感じられるが、自
由な動きが残っている。

　

B-a-10-右 2006/11/21 藤
井
健
三

窠に唐草
文様風通
錦

日本 18C後
半～
19C

通風錦 60.8cm 19.5cm なし 裂地 刀袋か? 窠に菊
唐草

平地平文風通錦 平 絹 黄茶 甘S/ 88/cm 絹 白茶 引揃 48/cm 不明 10.4 9 不明 屏風釜 ☆
☆
☆
☆

　平地平文の風通錦である。経糸に黄と茶、緯糸に白と茶を用
い、黄と白、茶と茶で風通に織り出す。但し、一部に経緯の全
糸を用いて経4枚綾組織の地紋も表して用いる。文揚げで2本
把吊で細かく美しい紋揚げがされている。

B-b-04-下 藤
井

○紺地雲
龍文様朱
珍錦

中国 清　19C
前半

37.5 33 片耳
あり

裂地 不明 瑞雲に
龍

経5枚朱
子

平 22 絹 紺 S 100 絹 茶 引揃 26 EN 地
搦

緯5枚綾
(／)

浮 ／ 2 18 11 8.5mm 絹 紅 萌葱 黄、
白

縹 撚金 Z 0.5 朱漆 絹 白 Z 全 平銀 0.3 透漆 全 ☆
☆
☆

瑞雲と龍を互位置に甃状に配して朱珍錦で、中国宮廷織に見
る錦の類である。ただ、地が5枚朱子地であること。又緯5枚の
綾トジ地搦みであること、さらに銀糸を用いるなど古い例とは大
概に異にしている。龍文様も格式ある表現だが力強さに乏しく
精細さに欠ける。瑞雲も形にくずれが感じられる。しかし形式お
よび織技は宮廷用の織物と思え、清朝後末期の製作ではない
か。 多彩な錦である。瑞雲と龍

B-b-04-左
上

2006/12/05 藤
井

茶地芥子
文様朱珍
錦

日本 18Cb後
半～
19C前
半

10.8 10.7 ナシ 裂地 不明 芥子 経5枚朱
子

なし 絹 茶 S 72 絹 茶 引揃 20 絵緯
別搦ト
ジ

全 緯3枚綾
(／)

不明 1 3 絹 紅 引揃 不明 不明 0.6mm ☆
☆
☆
☆

B-b-07-01 2006/11/14 藤
井

段縞牡丹
唐草対称
(緯錦)蜀
把織裂

中国 清前
　17C

45.5 16 片耳
あり

裂地 不明 牡丹唐
草(二重
ツル)

変則朱子組組織
緯錦

緯6枚変
則朱子

平 絹 白茶 引揃 43 不明 0.5 緯6枚変
則朱子

不明 16.2　(18) 絹 白 引揃 20/cm 絹 薄紅 引揃 絹 萌葱 引揃 絹 白茶 引揃 ☆
☆
☆
☆
☆

通称蜀把と呼ばれる裂地の一種で、白茶(萌葱、白(紅)の段に
牡丹文様を織り出す緯糸が地と緯絵交替するいわゆる緯錦と
称される錦で古風なおりわざを伝承するものである。我が国で
はこの技法になるものを倭錦と称し、神宮裂と呼ばれる織物が
これに当たっている。ただし本裂はその組織を緯6枚の変則朱
子とするもので珍しいものである。緯糸を二色遣いとするために
両面錦となり、風通とされていることも往々にある。　一般的に
は蜀把裂と呼ばれている。

B-B-08-下 2006/11/15 藤
井

萌葱地牡
丹唐草文
様錦

中国 17C～
18C

27.8 32.8 裂地 不明 牡丹唐
草

地T　3.2 変則5枚
綾(/)

絹 萌葱 Z 77 絹 薄萌葱 2本引揃・Z 14 15 11.7 0.8mm 3 3 絹 紅 引揃 全 絹 縹、
浅葱

引揃 全 絹 黄 引揃 全 絹 白 引揃 全 ☆
☆
☆
☆

糊料を含ませた太い絹糸を2本引揃それを地緯糸に用いる。ま
た、地組織を経5枚変則○(3:2)とし、絵緯糸は地搦みで緯5枚
綾に綴じている。外見からも黄緞と呼ばれる錦と近似しており、
組織的にも類似していることから黄緞から進展した物と思える。
文様表現が少し乱れており詳細さに欠けることからも17C～
18Cの中国製錦と考えられる。

B-b-09 2006/12/12 藤
井

雲龍段文
様錦

日本 19前半 50.6 32 片耳
あり
　0.4
mm

半地　絵緯別搦ト
ジ錦

半 半 10 絹 紅 引揃 48 絹 紅 引揃 30 不明 0.4 地緯 平 20.4 8.4 2 絵緯
　別
搦トジ

平 平組織 2 絹 白 引揃 20.4 8.4 2 絵1 絹 浅葱 引揃 全 絹 黄 引揃 全 絹 白 引揃 全 ☆
☆
☆

雲龍図紋と牡丹紋を交互に段文様に織表している。雲龍・牡
丹共に地紋と絵緯文とで完成する柄となっている。格段を一色
で織り出し、絵糸は胴抜きとしている。地紋、絵緯糸共に別搦
で表裏を綴じるという、簡易なものだが珍しい織物である。龍・
牡丹共に文様が和様化され繊細な表現となっている。文様と
織り風合からすれば、有職織物の□錦(ぜいきん)と称するもの
に類似している。

B-b-10-下 2006/12/12 藤
井

洋花唐草
文様錦

日本 19C前
半

綾錦 244 26.8 片耳
あり

裂地 不明 洋花文
様

経3枚綾
(＼)

経3枚綾
(／)

9 絹 紅 S/2・引揃 69 絹 紅 引揃 181 0.4 3 絵緯 緯3枚綾
(／)

3枚綾(＼) 1 3 絹 白 引揃 24.6 10.1 絵4 絹 白 引揃 全 萌葱 引揃 全 紺・
浅葱

引引揃 全 紅・
黄

引揃 全 ☆
☆
☆

欧州産の錦の図□を倣したと思われる邦製の綾地錦である。
地色も邦製錦にはあまり見ない明るい橙色であり、又□姿もロ
ココ調の繊細な表現が見られる。点描や鋭利な線描がうまく表
現され、和様ながらも西洋の織物の雰囲気を見事に取り入れ
て織り出している。

B-b-14-下 2006/12/12 藤
井

紺地蝶梅
文様朱珍
錦

中国
(清)

18C後
半～
19C初

16.2cm 35.2cm ナシ 裂地 不明 蝶、梅、
丁字

経8枚朱
子

絹 紺 □Z 177 絹 紺 引揃 32 ナシ 絵緯
浮文
縫取

緯8枚朱子 浮 / 2 不明 19.1 紅、
中紅

引揃 半 淡紅 引揃 半 萌葱 引揃 半 黄、
白

引揃 半 平金 0.1～0.3 朱漆 半 ☆
☆
☆

朱子地に調と梅文を絵緯糸で表した朱珍錦、絵糸は地搦□綴
じるが、8枚の裏朱子という割合に少ない手法を用いる。金糸の
質が良く、絵糸も元は鮮明な色調で瀟洒な織物であったことが
うかがわれる。清朝期後末期に至る前の繊細な仕様が残って
いる。蝶文様が瀟洒で華麗である。しかし色彩や織技に少し劣
りが見られる。金糸は細く均一である。金質も良い。ロココ風が
見られ、輸出用織物か?

B-b-14-上 2006/12/02 藤
井

雲龍文朱
珍錦

中国
(清)

18C前
半(乾隆
頃)

19.4cm 15.4cm ナシ 裂地 不明 雲龍 経7枚朱
子

絹 黄 甘Z 111 絹 黄 引揃 32 ナシ 緯7枚綾
(＼)

浮 / 2 絹 紺・浅
葱・縹

萌葱 茶・
白
茶・
白

撚金 ☆
☆
☆
☆

◎7朱子は珍しい。精細な雲龍が緻密に□□れた地厚の錦。
美しい黄色地や紅の明るい色彩、□黒、鮮やかな茶などの使
用から皇帝用もしくはその辺りの衣服地□うられる。裂片が極
めて小さいのが残念。裏面に相当量の浮き糸が重なり、美しい
色彩が残る。□□□

B-b-16-右
上

2007/01/23 藤
井

白茶地花
卉文様朱
珍錦

不明 18C後
半～
19C初

朱珍錦 13.2cm 24.6cm 0.7cm 裂地 不明 菊、推
薦、牡
丹、石
榴、紗綾
形(地模
様)

変則経6
枚朱子

経3枚綾
通風

16X2 絹 白茶 Z 110 絹 淡紅 引揃 20 不明 片耳　0.7cm 紗綾
形、
地場
文

全 別搦　N3
＼トジ(1:4)

緯3枚綾
(＼)

返し緯 緯3枚経
(＼)

4 絹 白 引揃 不明 8.8 不明 並列釜 4 all 0 絹 黄、
白、
萌
葱、
紅、
薄
黄、
縹、
浅葱

引揃/2 全 ☆
☆
☆
☆

紗綾形地紋の上に菊、水仙、牡丹、石榴文を上文として織り出
す。地紋の紗綾形は、紅色の地緯を地揚げにして、別搦み経
で緯3枚綾に綴じて表す。又、上文は絵緯糸を同じ別搦み糸で
同様に緯3枚綾で綴じた。地組織が変則の経6枚朱子であるこ
と。地揚げで地紋を表すこと等極めて珍しい技法を用いてい
る。それに加えて文様もシノワズリ調の趣が濃いロココ風の花卉
文様であるが完全たる和様の錦である。中国製の欧州向け錦
を倣したものと考えられる。色彩が鮮やかであり19世紀前半期
も早い頃の製作ではないか。洋風ロココ風が感じられ、中国の
輸出織物を倣したものではないか。色糸全てに糊料が含まれ

B-b-16-左
上

2007/01/23 藤
井

赤地雲龍
に吉祥文
散し朱珍
錦

日本 19C前 朱珍錦 28.2 13.6 裂地 不明 雲龍、石
榴、菊、
紫陽花、
雲版、□
宝珠

経5枚朱
子

不明 絹 赤(蘇芳) S 100 絹 赤(蘇芳) 引揃 32 ナシ EN　
通し
緯

浮 26.4 8.3 並列釜 5 青
緑、
浅葱

引揃 全 白
茶、
赤茶

引揃 全 茶 全 二様の龍を互位置に並べ、その間に宝尽くし文をうける形式で
あり、中国製の上質な調度裂に見かける織物である。しかし□
□□

B-b-1-右 2006/11/07 藤
井
健
三

黄地長春
花文様朱
珍錦

中国 18C　清
中

17,6cm 117cm 形耳
有

裂地 不明　装
飾裂か

長春花
唐草

変則経6
枚朱子

経変則6
枚朱子

12 80/cm 18/cm 緯3枚綾 経3枚綾 4 絹 白 引揃 23.2cm 11cm 2～3 2～
3

絹 浅葱 練 引揃 全 絹 薄紅 紅 引揃 全 絹 藍 引揃 全 平金箔
糸

0.4mm 朱漆 ☆
☆
☆

B-b-1-左上と同裂

B-b-1-左
上

2006/11/07 藤
井
健
三

紗綾形に
八宝丸文
朱珍錦

中国 18C 17.6cm 16cm 裂地 衣服か又
は装飾裂

紗綾形
に八宝
文の丸
　　　瓶、
魚、牡丹

変則経6
枚朱子

絹 黄 Z/ 85/cm 絹 黄 引揃 18/ｃｍ 不明 緯3枚綾
(＼)

経3枚綾
(／)

1 4 絹 白 引揃 不明 12.2cm 5 浅黄 引揃 全 縹 引揃 全 紅 引揃 全 平銀箔 0.3～0.4 朱漆 全 ☆
☆
☆
☆

経変則6枚綾組織織地の珍しい錦織である。6枚綾織の織機を
用いて、朱子地に織り出したものである。緞子織にこうした例
か゜明末期の作例に見られるが、本作にはそれよりも時代が下
がるものと思える。珍しい図柄であると共に、品格がある織物で
あり、清朝期の中期頃の製作と考えられる。皇族等貴人の衣服
地として作られた錦ではないか。

B-b-1-右と同裂

B-b-2-右 2006/12/12 藤
井
健
三

牡丹八宝
文様朱珍
錦

中国
（清）

18C～
19C

58cm 18.4cm 片耳
有

裂地 不明 牡丹唐
草ハ宝
文様　

変則6枚
朱子
　(1,5、
2.4、6.3)

絹 萌葱 Z/ 100 絹 萌葱 引揃 16 不明 0.8 絵緯 変則6枚朱
子(2・3・4・
4・3)

経3枚綾 5 絹 萌葱 引揃 21.9 9 不明 並列釜 4 絹 紅 引揃 全 絹 淡紅 引揃 全 絹 紺 引揃 全 平金 0.4 薄朱 全 ☆
☆
☆
☆

力強い牡丹花とハ宝文様が織表してある。又、変則6枚朱子と
いう珍しい組織を持ち、平金糸の下地も朱を含んだ漆を用いて
中国製であるとことが言える。生地が地厚で、色調も少々けば
けばしい近代的な様子が見られ、清朝後期の製作が考えられ
る。

B-c-03-右
上

2007/01/23 藤
井
健
三

(唐太鼓)
黄色地蜀
江文様錦

日本 19C初 繻珍錦 17.4cm 10cm 無し 裂地 不明 蜀江文
(唐太
鼓・・中
に蓮唐
草、花文
唐草、牡
丹花)

経3枚綾
地／

絹 黄色 Z 64 絹 黄色 引揃 22 ナシ 絵緯 全 緯3枚綾
(＼)

不明 1 3 絹 黄色 15.8 18 不明 4 絹 白、
白黄

引揃 全 薄
藍、
薄萌
葱

藍、
紅、
薄紅

☆
☆
☆

経3枚綾地に絵緯を別搦で緯3枚綾に綴じた、糸錦と呼ばれる
錦織地である。色相がとくに鮮やかで19C前半期の製作であ
る。よはり中国製の錦を摸倣した裂地であるが和風の□□の行
き届いた錦織だといえる。綴じ糸がほとんど表で切れていて一
見は浮文のように見えるが綴じ押さえが見られる。一部残って
いるところがある。青色が美しく□の蘇芳色も鮮やかである。

B-c-03-右
中

2007/01/16 藤
井
健
三

黄茶地牡
丹唐草文
様朱珍錦

日本 19C初 15.8cm 19cm 片耳
あり

裂地 不明 牡丹唐
草

経5枚朱
子

経5枚朱
子

絹 金茶 S/2 甘S 66 絹 白 11 絵緯 緯5枚朱
子

経3枚綾 絹 白 引揃 不明 9.2 3挺 萌
葱、
緑む

引揃 全 焦
茶、
白茶

黄 ☆
☆
☆

地経糸は極甘2本□の糸を用い、又地緯糸は極細白色の生地
を使用しており、そのために軽く柔らかい風合いの錦織となっ
ている。中国製の牡丹唐草文様錦を倣して製作するが、形が
穏やかで和やかな雰囲気をかもしだしている。小片だが品の良
い錦である。19世紀前半の製作と思える。

B-c-03-左
上

2007/01/16 藤
井
健
三

浅葱地蜀
江文様錦

日本 19C初 綾地錦 37.8cm 15.5cm 無し 裂地 不明 蜀江文　
ハ合(雲
版)文様

経3枚綾
(／)

不明 絹 浅葱 Z 80 絹 浅葱 引揃 16 不明 ナシ 絵緯 緯3枚綾 経3枚綾
綴じ＼

／ 2 19.6 20.8 不明 3 5梃 5 絹 金
茶、
黄

引揃 全 紺、
紅

萌
葱、
白茶

☆
☆
☆
☆

綾地の錦であるが地経糸にやや強撚糸を用いるため、糸が暴
れて朱子地の様に見える。又絵緯のトジは1/2経の緯3枚とじ
る。地緯を太く用いるので地厚で端正な織物に仕上がってい
る。色調が鮮やかで華やかな錦織となっている。19世紀の前半
期の中頃か19世紀中頃の製作ではないか。

B-c-04-下 2006/11/21 藤
井
健
三

紅地蜀江
文様錦

中国 16C 15cm 32.2cm 無し 裂地 不明 蜀江文
様　中に
牡丹花　
重文

経5枚変
則綾
(3:2)

絹 紅 Z 100 絹 紅 3本引揃 30 絵緯 緯5枚綾　
＼

緯5枚変
則綾

1 2 10.6 12 並列釜 5 3～4 3～
4

絹 黄、
萌
葱、
淡紅

引揃 全 絹 黄、
萌
葱、
浅葱

引揃 全 絹 黄、
白、
萌
葱、
鶯

引揃 全 ☆
☆
☆
☆

B-b-08-下と同文。　地ヌキの仕上げに糊料が含まれる。

B-c-04-下
-1

2006/11/21 藤
井
健
三

紅地蜀江
文様錦

中国 17C 32.6cm 14.8cm 裂地 不明 蜀江文
様

経5枚変
則朱子
(3:2)

絹 紅 Z 100 絹 紅 引揃/2 Z 14 絵緯 緯5枚綾
(＼)

緯5枚朱
子

1 2 12 10.8 不明 並列釜 5 絹 白、
黄

引揃 全 絹 萌
葱、
紅

浅
葱、
錆ネ
ヅ

☆
☆
☆
☆

地緯糸に太い粗野な絹糸2本を引揃えて用い、又地経糸は3
枚浮いて2枚沈むという変則の5枚朱子で地組織を作る。細く
撚りの掛った経糸に粗野な地緯糸を引揃える風は黄緞と呼ば
れる織物に類似する。文様も室町期に中国から舶載された黄
緞錦に通じるものであり、それから発展していった錦織物だと
考えられる。明時代後期の製品だと思える。

B-c-04-上 2006/11/21 藤
井
健
三

紗綾形地
に丸文様
錦

中国 17C 綾地錦 25.4cm 37.3cm ナシ 裂地 不明(五□
□の袋
か?)

花文唐
草　卍つ
なぎ　連
珠構成
文

綾地　絵緯地搦
綾綴じ　錦

経3枚綾
(/)

絹 茶 甘S 60 絹 茶 引揃 30 不明 無し 絵緯
　一
部地
場(茶)

緯3枚綾
(＼)

経3枚綾 1 3 28 29 不明 4 絹 白 引揃 全 絹 縹 引揃 全 絹 金茶 引揃 全 ☆
☆
☆
☆
☆

大文様を織り出した地搦綴じの綾地錦だが、一部に地揚文を
表すなど古様な様式をもっている。文様も力強く、色数が少な
いながらも、白色を交えて鮮明な文様表現をしている。図は中
国錦を写していると思われるが、色調や織技からみれば、江戸
時代後期18Cから19Cにかけての製作ではないか。　前田家能
装束と同裂(名物裂)

B-c-06, 
B-c-07

2006/12/05 藤
井
健
三

蜀江文様
錦

日本 19C前
半

52.5cm 29cm 無し 裂地 ベスト地に
利用

蜀江文
様　ハ陵
花文　七
宝花文　
紗綾形　
□□

経6枚綾
(/)

不明 絹 紅 S 80 絹 紅 引揃 20 不明 無し 絵緯
別搦
綴じ

緯3枚綾
(＼)

経3枚綾
(／)

1 3 絹 紅 引揃 13 13.4 屏風釜 4 (絵)　3 3 絹 白 引揃 全 絹 黄 黄蘗 引揃 全 絹 萌葱 藍、黄
蘗

引揃 全 ☆
☆
☆

紅地に白と黄、萌黄の絵緯で織り出した蜀江錦である。色数は
極めて少ないが美しい色合いと鮮明な紋で高質な織物を作っ
ている。その色調から、江戸後期、文化文政年間頃が思われ、
織技術も秀でている。しかし、現況は紅と黄色の退色が著しく、
その面影を全く感じさせない。綴じの別搦経も地経と同じ色、
質のものを用い、仕上がりに綿密な配慮がされている。

B-c-08 2006/12/05 藤
井
健
三

蜀江文様
錦

日本 18C～
19C

47cm 29～
50cm

無し 裂地 不明 蜀江錦
　(四合
花文、紗
綾形、ハ
陵花文、
花文唐
草)

経3枚綾
(＼)

絹 白 Z 100 絹 白 引揃 36 不明 絵緯
　別
搦綴
じ

緯3枚綾
(＼)

経3枚綾
(／)

1 4 絹 白 引揃 7.3 8.1/2 屏風釜 4 絵2 2 絹 紺、
浅葱

引揃 全 絹 紅、
薄紅

引揃 全 絹 薄鼠 引揃 全 絹 薄萌
葱

引揃 全 ☆
☆
☆

繊細な蜀江文様を織り出した錦である。高密度の経糸に絵緯
の金裁で織る上質な錦織。地紋柄に□やかな七宝と紗綾形、
上紋柄に梅枝と四合花と、又蜀江文を花形に作るなど唐様と
和様の折衷したおだやかな表情をもつ蜀江錦といえる。繊細な
対称の織表現は上質な織物であることをまし、色彩の鮮明で明
るい□□□、江戸後期19C前半の製作と考えられる。

B-d-31 2008/09/16 藤
井

日本 19C 15.8 29 風通 絹 金茶 S/ 2・Z 32+32 絹 金茶 Z 28,28 不明 地緯
(○
茶、
金茶)
浮文

11 5 屏風釜

B-e-17 右
上

2006/10/03 藤
井

白地華平
菱に花輪
文様唐織

日本 18C末
～19C
初

唐織 28.2cm 15.6cm 無し 裂地 有職装
束、表着
又は小袿

華半菱
に桜花
の丸

綾地　絵緯浮文　
錦

経3枚綾 絹 白 引揃 62 絹 白 引揃 36 不明 不明 絵緯 浮文 14 7.6 3 絵緯3 1 2 絹 白 半 絹 紅 半 絹 萌葱 半 ☆
☆

唐織による有職織物である。中世以前には唐織が有職織物と
して用いられることはしばしばおこり、江戸後期頃には唐織も有
職織物として一般的なものになる。□□が用いられていること
からすれば、皇后もしくは□□衣装又、皇后係わりのあるる公
家の子女が使用したと考えられる。皇族、内親王の衣料?

B-e-18-左
下

2006/10/03 藤
井
健
三

紅地牡丹
唐草文様
錦

中国　
清

18C初 25 15.4 片耳
有り

裂地 不明 牡丹唐
草

経綾地　　絵緯地
搦綴じ錦

経3枚綾 経あ枚綾 14 絹 紅 紅花 甘Z 10本
/1.35mm

絹 紅 紅花 引揃 14 不明 絵緯
　地
搦綴
じ

緯5枚亜矢 経3枚3枚
綾＼

1 1 6 18 11 並列釜 4 絵緯
　　4

4 絹 紅、
淡い
紅

引揃 全 絹 萌
葱、
浅萌
葱

引揃 縹 全 絹 黄 引揃 全 ☆
☆
☆
☆

明末清初期の中国製牡丹唐草紋錦を摸織したもので、現状も
美しい紅色が残されている。しかし色調は中国のもの程に重量
感が無く、鮮明で軽快であり、19C初頭頃の製作が思われる。
織組織等も中国製を倣っているが、糸使いや糸質は日本の表
現である。文様の表現も柔らかさが感じられる。　躍動感のある
蓮花唐草文様で、重厚な色彩が残る。鮮やかな、青、紅、濃
黄、萌葱、浅萌葱。

B-e-18-左
上

2006/10/03 藤
井
健
三

浅葱地孔
雀羽根文
様錦

日本 19C初 朱珍錦 25cm 12,6 無し 裂地 不明 孔雀羽
根文様

経5枚朱
子(2上/)

絹 浅葱 藍 甘S/2 甘Z 0.65mm 絹 浅葱 藍 引揃 16 不明 無し 緯緯
別搦ト
ジ

緯5枚朱
子

緯5枚朱
子

1 2 7.2 6.7 3 絵緯
　2

2 絹 紅 紅花 引揃 全 絹 萌葱 藍・黄
蘗

引揃 全 ☆
☆
☆
☆

浅黄色の地に萌葱と紅で表した孔雀羽根文様を散らした瀟洒
で粋な織物である。孔雀羽根文様は綴じ糸が脱落してしまい、
浮織の様に見えるが、裏面には所々に別搦み糸が残って見ら
れる。明るい地色洋風な表現があることからすれば、江戸後期
化政期頃の製作ではないかと思われる。帯地として作られた織
物ではないか。

B-e-30-左
下

2006/10/04 藤
井
健
三

萌葱地蓮
花唐草文
様錦

日本 19C前
半

23.8cm 21.4cm 無し 裂地 不明 蓮花唐
草

経3枚綾 不明 絹 萌葱 1:2の交替 甘Z引揃/2 60 絹 紺 引揃 28 不明 不明 絵緯 緯3枚綾 浮文 1 2 20.7 10.8 4 絹 浅萌
葱

引揃 全 ☆
☆
☆
☆

連か唐草を織り出した綾地錦である。地と紋を濃淡で表して一
見は緞子織のようにも見える。又経3枚綾地に文様を緯3枚綾
の地搦に、そして裏浮きにするのも、そうした思いからだろう。
文様は重厚さが無く動きも少なく、やや崩れた感じはあるが、
柔らかい地厚な感じは中国製の地合いを模してうまく表現して
いる。　　緞子の模倣織。蓮花に写しのくずれが見られる。中国
の緞子の柔らかい風を出そうとしたのか?

B-e-9 2008/09/16 藤
井

紅地花菱
の丸文様
錦

日本 19C 32 46 裂地 不明(○○
○)

花菱 平 平 紅 引揃 32 紅 引揃 47 4 絵緯 全 N4＼ 裏浮 ／ 1 2.7 3.1 15.5 並列釜 2 絹 縹、
白、
黄、
紅

引揃 全 小さな花菱入の○文を並べた織物で、有機もしくは○○張の
一種として、の○○用いられたものではないか。一見は倭錦の
ように見えるが組織織は平地の錦である。文様の織風合も室町
期の準○○様平地錦と似ていて、そうした○○裂が江戸の後
期のこうして織組織で織られたのではないか。

C-a-09 右 2008/09/30 藤
井
健
三

濃萌葱地
鶴桐唐草
文様唐織

日本 17C初 76cm 11cm T3/ 絹 淡萌葱 引揃 1124 絹 濃い萌葱 引揃 32 浮　縫取 36 不明 6 絹 紅、
黄

浅
葱、
紺

淡萌
葱、
黄赤

☆
☆
☆
☆

鶴の表現が古様で力強い、又桐文様も古格がある。桐の葉の
極一部に色さし針とじを見る。色調も図柄も配色も威厳がある。

C-b-01  
左上

2008/07/30 藤
井
健
三

萌葱地亀
甲桐唐草
秋草唐織

日本 17C初 34.8cm 9cm ナシ 裂地 不明 亀甲、
桐、秋草

T3/ 絹 萌葱 引揃 1844 絹 萌葱 引揃 36 浮　縫取
り

14.3 不明 6 黄紅 引揃 紺、
萌葱

白、
紫、
黄

☆
☆
☆
☆

亀甲が大らかで緻密な作図、桐も大らかである。又一部に段に
して花や草を図案して関係○○する。
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C-b-05下 2008/09/30 藤

井
健
三

紅地枝垂
れ桜文様
唐織

日本 16C末 30.6 29.6 裂地 不明 枝垂れ
桜

絹 淡紅 引揃 60 絹 紅 引揃 36 浮　
縫い
とり

24.2 20 2 6 紅、
淡浅
葱

半 萌
葱、
薄紅

白、
花
色、
蘇芳

黄、
淡萌
葱

大様な・大柄な枝垂れ桜文様で、浮き糸も長く針とじがない。
色糸が大変に鮮やかである。　大らかである。桜花の匂いが渦
巻いて古様である。花色も極めて鮮やかである。今の藍染めで
は染まらない。うす紫はスオウ染。

C-b-4-3 2008/09/30 藤
井
健
三

濃紫地鳳
凰桐唐草
文様厚板

日本 16C末 10 28 C-d-3-1と同裂 T3/ 64 茶紫 3/揃 40 茶紫 3/揃 浮(ヌイト
リ)

不明 ぬよ 2 並列釜 6 紅、
白、
花

黄、
萌葱

はっこう紫地。鳳凰が古様で動きがある。桐も形姿がよく唐草に
躍動がある。　　　　針トジなし。

C-C-3  中 2008/09/30 藤
井
健
三

萌葱地大
内菱文様
唐織

日本 16C末 唐織 17.5cm 25.4cm T3/ 萌葱 引揃 60 薄萌葱 引揃 28 浮　縫取 9X2 10X2 屏風釜 7 紅、
白、
黄

萌
葱、
薄紅

縹 色も鮮やかで多彩色、力強く、力量がある。古格がある。風格
がある。大らかな表現がみられる。

C-d-03-01 2008/09/30 藤
井
健
三

濃紫地鳳
凰桐唐草
文様厚板

日本 16C末 12.4 27.5 C-b-4-3と同裂、 T3/ 茶紫 引揃 64 茶紫 引揃 40 浮(ヌイトリ) 不明 19 2 並列釜 6 紅、
白花

黄、
萌葱

鳳凰が古様で趣がある。桐も形姿がよく唐草に特徴がある。珍
しく裏糸がよく残る。針トジなし。

C-d-07 2008/09/30 藤
井
健
三

紅地蜀江
文様

中国 明末、
清初

9.3cm 44cm ナシ 裂地 不明 蜀江 変則T5
枚朱子

不明 絹 紅 Z 84 淡紅 引揃/2・Z 14 不明 ナシ 絵緯
(金
裁)　
N5綾
＼

N5綾＼ 変則緯5
枚朱子ト
ジ

金 1 1 11 10.8 絹 黄 全 絹 萌葱 全 絹 紅 全 絹 白 ☆
☆
☆
☆

現状は退色とともに薄汚れた、紅地の錦だが、元は鮮やかな紅
地に明るい黄萌葱白紅を絵錦に用いて蜀江錦を織り出したた
ものである。地組織も(3:2)の5朱子地で、又地ヌキも淡紅糸を2
本引き揃えて用いる。そこには澱粉質の○○固形の光沢ある
物質が含まれる。

D-a-01 2008/10/14 藤
井
健
三

白茶地西
洋柱頭文
様緞子裂

中国　
清

17～18
Ｃ

緞子 25cm 61.8cm ナシ 裂地 不明　壁
布か

西洋の
柱頭文
様あるい
は

経5枚朱子地　緯
5枚朱子地(緞子)

経5朱子
(2下＼)

絹 白茶 甘S／ 100 絹 白茶 引揃 22 不明 緯5朱子(2
下＼)

21.7 10.6 屏風釜 4 ☆
☆
☆
☆

　中国清時代に製作された西欧向けの壁布と思われて、織物
の総体は西洋式であるが、細部は東洋的で唐草文様が描かれ
ている。古くからこの類の織物をすべて欧州製と伝えれてきた
が詳細を見れば明らかに中国製である。本裂は巾が61.8cmあ
るも耳は見られずこれよりは幅広の織物だった。文様は古格が
うかがわれ、清代前期17～15Cのものではないか。

D-a-04-
下、右上

2008/10/14 藤
井
健
三

黄地鳳凰
花卉文様
緞子裂

中国　
清

19C 緞子 22.5cm 35.2cm なし 裂地 不明　壁
布か

鳳凰　ツ
ル草

経8朱子
(3上／)

絹 黄 Z 1041 絹 淡い黄 引揃 32 緯8朱子(3
上／)

不明 20.8 不明 並列釜 5 ☆
☆
☆
☆

　鮮やかな黄地に極薄い黄色で鳳凰とツル草を織り出す。文
様の表現が装飾過多で、神経質なほどに繊細に描かれてい
る。いわゆるシノワズリーのウロコ風の表現であり、文様の大きさ
と配置から壁装布と思われる。19C、シノワズリー最末期の欧州
向き輸出裂と思われる。右上部の裂は同裂であるが、紋かあれ
ており別の機で織ったもの。

D-a-06-下 2008/10/14 藤
井
健
三

紅地洋花
唐草文様
緞子裂

中国・
清

18C 緞子 36.2 31 なし 裂地 不明　壁
布か?

洋花唐
草

経5朱子
(2上/)

絹 紅 Z 100 絹 萌葱 引揃 24 全 緯5朱子(2
上/)

不明 不明 屏風釜 5 ☆
☆
☆

バラや小花などを表した洋花の唐草文様であるが、何となくぎ
こちない形で、しまりがなく、明らかに洋花文様の他の裂地を真
似てある中国製だが、欧州向けの輸出裂七日。内地向けの洋
風織物なのか判断付き難い。地色の紅が退色して茶色になっ
ているが、元は紅地に萌黄の唐草文様で鮮やかなものだった
ろう。唐草の動き強くみられ、西洋人好みではある。文丈も空間
は大きく、壁布らしい。

D-a-17 2008/10/14 藤
井
健
三

蓮花葉文
様緯錦

日本 倭錦(6枚
緯錦)

39.8 45.8 0.6 裂地 不明 蓮花・蓮
葉

緯6枚綾
(／)

経6(4:2)
綾

15 絹 紅 引揃 60 絹 紅 引揃 13 45.8c
m

0.6 文替
緯　
絹
　(葉)
黄と
白(花)

全 緯6枚綾
(／)

不明 22.4 並列釜 6 ☆
☆
☆
☆

紅地に蓮花と蓮葉を織り出す倭錦である。地の紅と文の白or黄
とで交換緯とし、裏は浮く。絵糸は両耳まで胴抜とせずに、文
様際を折り返して、縫取り仕上にしている。又○○○○と思え
る。室町頃から伝わる裏浮きの倭錦だが、縫取仕様にしている
のは珍しい。紅地はやや退色している。○糸は退色が見られ
る。

D-b-01 2008/10/14 藤
井
健
三

千切(ちき
り)木の襷
に丁字車
文様綾

日本 江戸前
　　17C

32.5 35.5 0.4 裂地 衣装裂(能
装束か?)

経6枚綾
(/)

経6枚綾 9 絹 萌葱 引揃 60 絹 萌葱 引揃 28 不明 0.4 経6枚
綾(＼)

全 10.5 14 屏風釜 ☆
☆
☆
☆

ちょうど裂地の上下が　○切絣で経糸が紅色になっている。約
20cm程で紅と萌葱の○○○にしているらしい。6：6の経を用い
た衣服は中世男子の○○又、能衣装に多く見られ本作は、能
装束の裂地ではないか。文様も古格があって、江戸前期頃の
様子が見られる。

D-b-17-右
下

2008/09/21 藤
井
健
三

浅葱牡丹
唐草文様
朱珍錦

中国 17C後
半

朱珍錦 12.1cm 34.6cm 経5枚朱
子(3上
＼)

絹 浅葱 Z／ 100/cm 絹 浅葱 引揃 34/cm 緯5枚朱子
　　緯5枚
綾

不明 1 2 22.1 不明 8 絹 金・黄 引揃 倍

D-b-17-左
下

2008/09/21 藤
井
健
三

浅葱瑞雲
唐草文様
絞緞子

中国 明末清
初　17C
後半

紋緞子 20.9cm 23.8cm 経変則6
枚朱子

(4.4.3,22,
3)

絹 萌葱 甘S／ 60 絹 金茶 引揃 32 不明 緯変則6枚
朱子

15 10.2 並列釜 経浅葱、緯金茶糸で織った瑞雲唐草文の緞子である。地組織
が変則6朱子と極めて珍しく、又、組織点も雑把構成であって、
地風が粗雑な感じを持っている。瑞雲唐草は古風であるが、小
さく整った様子かあり、清初にかかる頃の織物ではないだろう
か。素朴な感があり雅味のある織物である。D-b-17上の裂地と
織組織がが同じであり、綾織で新柄の朱子織を倣ったものであ
る。珍しい裂である。

D-ｂ-17-
上、中の小
片2裂

2008/09/21 藤
井
健
三

浅葱地雲
龍文様緞
子

中国 17C　明
代

12.4 36.6 ナシ 裂地 不明 瑞雲・雨
龍

紋緞子 経変則6
枚朱子
(4,4,3,2,
2,3)

絹 浅葱 甘S/ 36/cm 絹 金茶 引揃 28/cm 不明 緯変則6枚
朱子(裏朱
子)

7,2 6.5 不明 並列釜 古風な雲龍文様を織り出した、紋緞子だが、地組織が変則6枚
朱子という変わったものであり、組織点が極めてランダムにある
ため文様の輪郭に明瞭さに欠ける。しかしそれが大らかな感じ
を見せて古風な緞子織の様相を見せる。地の変則6枚朱子は
組織　を4,4.3,2,2.3と珍しくほとんど類を見ることがない。珍しい
裂地である。折り出しの朱子地緞子組織、6枚の織機で敷いて
織ろうとしたもので、明から清代の過度期にみられるものであ
る。地紋も古格がある。

I-02 藤
井
、
生
谷
、
川
口

紅地松橘
文様小袖
裂

日本 17C後
半

94.0cm 33.5cm 裂地 小袖(身
頃)

松、橘、
遠山、タ
ンポポ

絹、
紗綾
型地
紋綸
子、
綸子
(平綸
子)

紅地(黄
檗、紅花)

摺疋田紋、
逆帽子紋、
刺繍(纏縫
金駒縫)

K-02 2005/05/17 藤
井
、
生
谷
、
川
口

白地薬文
様小袖裂

日本 江戸中
期

29.0cm 15.0cm 小袖 葵の葉 絹、
絖(5
枚朱
子)

白 摺疋田(打
出し鹿の
子)、刺繍
(纏繍)

☆
☆

鹿の子修正の部分に鉛白を使用(現在黒変)

M-01 2005/05/17 藤
井
、
川
口
、
生
谷

白地八橋
文様絞染
小袖裂

日本 江戸中
期 18C
前半

96.0cm 66.0cm 小袖 橋に花
水辺の
装い

絹、
無地
朱子

白地 5枚朱子 逆帽子(紫・
綵)による
絞染、摺疋
田、柳絞染
　纏縫、金
駒縫

M-02 2005/06/14 藤
井
健
三

蓬莱山文
様刺繍袱
紗

日本 18C前
半期

裂地 53.5cm 54cm 両耳
アリ

袱紗 蓬莱山
(松竹梅)
模様

生
地：
紗綾
形蘭
菊文
綸子

白地 ☆
☆
☆
☆

金糸は細く金質も良質、繍技に高い。両駒使いで白糸綴ジ。 刺繍：金駒繍、(縫切)平繍(紅、萌
葱、紫、揚梅)、まつり繍(松葉)

M-04 2005/06/14 藤
井
健
三

間道錦
（モール
錦の蜀把
錦）

日本 18C後
半期

100cm 69cm 両耳
アリ　
一部
欠失
（20c
mx27
cm）

裂地 表具裂（未
使用）

間道、小
牡丹唐
草、華
文、七宝
文金襴
のボー
ダー柄

絹紋
織錦

縞筋は繻子地、
小牡丹唐草・華
文・七宝金襴は蜀
把織組織（地経は
芯経としてあり地
組織に関与せ
ず、複様綾組織
緯錦と同組織）

☆
☆
☆
☆

M-05 2005/07/05 藤
井
健
三

蜀江文錦 日本 18C～
19C初

49cm 47cm 片耳
アリ
　0.6
mm

裂地 蜀江文
錦

絹 縹地 経5枚朱子(2上
／)地、地揚・絵
緯・全越・別絡
(5:1)緯5枚朱子
綴・朱珍錦

胴、5挺(地
緯含む)

絹 縹 Z撚 絹 淡紅 絹 白 平 絹 萌葱 絹 白 絹 紅 絹 黄 地経糸：絹Z撚(縹)　地緯糸：絹・平(淡紅)　絵緯糸：絹・平(萌
葱)、絹平(白)、絹平(紅)、絹平(黄)　別搦糸：絹平(白)　耳(経5
枚朱子)　　窠間8.9cm、文丈10.6cm

M-06 2005/07/05 藤
井
健
三

亀甲花菱
竹ニ雀文
様唐織

日本 17C中 一辺
17.5cm
の八角
形

両耳
アリ

裂地 亀甲花
菱竹ニ
雀

絹 紅色 経三枚綾地　絵
緯半越浮文・絵緯
半越・地搦(1/2仕
様)緯3枚綾、唐織

胴　縫取 絹 紅 甘Z 絹 紅 平 平 絹 白 半越 絹 萌葱 半越 絹 紅 半越 絹 黄 半越 絹 縹 半越 ☆
☆
☆
☆

地経糸：絹。甘Z撚(紅)、地緯糸：絹・平(紅)　絵緯糸：絹・平
(白)、絹・平(萌葱)、絹・平(紅)、絹・平(黄)、絹・平(縹)　窠間(竹
ニ雀)21.8cm　文丈(竹ニ雀)20.7cm　耳(5mm)　緯三枚綾　竹雀
紋：伊達、観修寺

M-07 2005/07/05 藤
井
健
三

朝顔和歌
文様刺繍
裂地

日本 江戸後
末期

裂地 袱紗or打
敷

朝顔和
歌文様

絹 白地 ☆
☆
☆

刺繍　繍台生地　三越絽　縦管繍　　補糸(Z/2/S) 於く露乃　い○満も　○ぬ　朝顔盤
　檜尓う津し天は　　　七十七翁　船
坂三枝(朱文印)


